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ダ一ヽメ
”

丸山遺跡遠景 (飯島町提供)

調査区から中央アルプスを望む



1号住居跡から出土した土器



本書は、平成 13年度に上伊那郡飯島町本郷地区において、農林漁業用揮発税財源身替事業 (農道整備

事業)に伴い実施された丸山遺跡の発掘調査報告書であります。報告書はその成果を記録として保存し、

広く一般に周知することを目的としています。

中央アルプスの東麓に広がる飯島町は 100を越える遺跡が認められており、その大半が縄文時代中期の

遺跡です。それらの遺跡のほとんどはアルプスによってつくられた扇状地の上にあり、現在の中央道から

天竜川にかけての台地の上に点在しています。

伊那谷はかつて、中央道遺跡調査会の諸先学によって数多くの遺跡が調査され、おびただだしい量の情

報がもたらされました。それらの成果は、現在、縄文時代中期の唐草文土器を語るにはなくてはならない

ものとなるなど注目を集めています。

丸山遺跡の発掘調査の結果、縄文時代中期の集落の一部が明らかとなりました。また、出土した遺物か

らは、遠く東北地方の大木式の色彩の濃い土器や東海地方の影響を感じさせる土器など、上伊那南部の地

域史を考える上で貴重な資料を得ることができました。今回発掘された資料が末長く利用されることを期

待します。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書刊行に至まで深いご理解とご協力をいただいた長野県上伊

那地方事務所土地改良課、飯島町・同教育委員会・同歴史民俗資料館 (陣嶺館)な どの関係機関、地元の

地権者 0関係者の方々、直接ご指導を賜うた長野県教育委員会・生涯学習課、また発掘調査・整理作業に

携わっていただいた多くの方々に感謝を申し上げる次第であります。

平成15年 3月 25日

財団法人長野県文化振興事業団

長野県埋蔵文化財センター

所長 深瀬 弘夫



1本書は、農林漁業用揮発税財源身替に伴う上伊那郡飯島町丸山遺跡の発掘調査報告書である。

2発掘調査は長野県上伊那地方事務所の委託を受けた財団法人長野県文化振興事業団 長野県埋蔵文化財

センター (以下、長野県埋蔵文化財センター)が実施したものである。

3遺跡の概要は長野県埋蔵文化財センタニ刊行の『長野県埋蔵文化財センター』18で紹介しているが、

本書の記述をもって本報告とする。

4整理作業は長野県埋蔵文化財センターで実施した。

5本書で使用した地図は国土交通省国土地理院発行の地形図「伊那宮田」「赤穂」「伊那」 (125,000)、 飯

島町役場発行飯島町都市計画図 (12,500)、 飯島町誌上巻付図・飯島町遺跡分布図等を使用し編集した。

6航空写真、測量、全体図、遺構平面図の一部は株式会社 協同測量社に委託した。

7巻頭図版の航空写真は、飯島町役場から貸与・提供を受けたものである。

8出土炭化物の理化学的分析・同定は以下の機関に依頼し報告いただいた。

炭化種子同定 (株)パ レオ・ラボ

石器使用痕等観察 (有)ア ルケーリサーチ社

9発掘調査および整理作業の分担は本書第 1章に記載してある。

10本書の執筆は以下の通りである。

第 1章から第 3章 第 3節までと第 5章 藤原直人

第 3章 第 4節 中村智美

第 4章 新山雅広 (株 :パ レオ・ラボ)
11本書の編集・校正は、藤原直人が行い、調査第一課長広瀬昭弘が全体を校閲した。

12本書で報告した遺跡の記録および出土遺物は、飯島町教育委員会が保管している。



凡例

1、 本書に掲載した実測図の縮尺は、原則として以下の通りである。

a)遺構実測図

竪穴住居跡 1:60

遺構内施設 1:30

土坑 1:40

b)遺物実測図

土器実測図 1:4 土器拓影図 1:3 土偶 1:1,5 土製品 1:1

石器 1:3(一部 1:4)

2、 遺物写真の縮尺は以下の通りである。

土器 1:401:3(一部便宜上不統一のものもある)土製品 1:2

石器 1:2,1:3

3、 実測図中の網推卜は下記のように用いた。

地山

焼土

火床

石皿等使用面・付着炭化物
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1発掘調査委託契約

長野県上伊那地方事務所は飯島町本郷地区において農林漁業用揮発税財源身替農道整備事業を計画し

た。事業地周辺、飯田線を挟んだ北側の隣接地の本郷原林遺跡は昭和 55年に発掘が行われ、縄文時代中

期と平安時代の竪穴住居跡 7軒が明らかになっている。また、建設予定地内には周知の遺跡として、密度

の濃い縄文時代中期の集落遺跡の存在が予想され、その結果、丸山遺跡は事業に先立つ発掘調査が必要と

判断された。

以上のことから、長野県上伊那地方事務所、長野県教育委員会、飯島町教育委員会、長野県埋蔵文化財

センターの関係機関が協議し、長野県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施し記録保存を図ることとなっ

た。丸山遺跡は表採の結果などから建設予定全域を調査対象としたが、南半については試掘結果をみてか

ら表土剥ぎを行うかどうか判断することとなった。

発掘調査は平成 13年度に行い、報告書刊行に向けた整理作業は平成 14年度に行った。

2調査体制

平成 13年度から14年度にかけての発掘調査および報告所刊行に向けた整理作業は、財団法人長野県文化

振興事業団 長野県埋蔵文化財センターが管轄した。以下、年度後との調査体制と調査機関、調査概要を

あげる。

(1)平成 13年度

調査体制 理事長 田中康夫

所長  深瀬弘夫

副所長兼管理部部長 春日光雄

管理部長補佐    田中照幸

調査部長      小林秀夫

調査第一課長    百瀬長秀

調査研究員     藤原直人、臼居直之、市川隆之、桜井秀雄

調査期間 :平成 13年 5月 9日 ～ 9月 27日 、10月 9日

調査面積 :約 4100ぷ

調査の概要日程

5月 10日 ～試掘 (北地区:プ レハブ0駐車場予定地)の結果、遺跡の存在は認められないと判断。

5月 16日 本調査開始。

7月 14日 現地説明会実施

7月 19日 空撮

8月 8日 閉所式

8月 28日 松島・寺平氏来訪
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10月 4日 東端部、試掘調査 (遺構遺物なし)

(2)平成 14年度

調査体制 理事長 藤井世高

所長  深瀬弘夫

副所長兼管理部部長 原聖

管理部長補佐    田中照幸

調査部長      小林秀夫

調査第一課長    廣瀬昭弘

調査研究員     藤原直人

(3)指導者・協力者

発掘調査および報告書刊行にあたり、下記の方々・機関にご指導、ご協力を賜った。お名前を記して感謝

の意を表します。 (敬称略)

丸山浩隆・桐原健・田中清文・神村透・吉川金利・望月和幸・林茂樹・寺平宏 0松島信幸・阿部明彦・

菅原哲文・斉藤主税

(4)発掘調査および整理作業参加者

発掘調査

遠藤恵美子・大沢進・片桐正三・亀山福治・栗田文雄・栗田正子・小池律子・小林一枝・小林要・小林幸

子・小林ひとみ・三松雅春・千村正子・知久平彰・中村ヤスエ・野口もとえ・林 優 0平野秀子・松下昭五・

南谷秀子・宮下淑江・宮下安保・紫芝穂波・森谷勇一・矢沢秀雄・山口敏子・吉川範美・米山利秋・米山

ともえ

整理作業

三上義子・山下千幸 (敬称略)
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第 2節 調査の方法と整理

1発掘調査の方法

長野県埋蔵文化財センターでは受託事業が広範に及び、継続的な調査となることが予想された。そのた

め、調査法の共通認識と調査の統一性を図るため「遺跡調査の方針と手順」を作成し、以降これに沿って

発掘調査が行われてきている。本調査もこれに従い調査を行つた。

a)遺跡の名称と記号

遺跡名は長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている「丸山遺跡」とした。記録の便宜のため大

文字のアルファベットの 3文字を用いた遺跡記号「HMY」 とした。3文字の先頭の「H」 は長野県を 9

分割した地区の記号で「上伊那」を示し、203文字目は「MARUYAMA」 「M」 と「Y」 を使用し「HMY」

を使用した。この記号は今後の保存活用に用いられる。

b)グ リッドの設定

調査区 (グ リツド)の設定は、国家座標のメッシ上に従うことを原則とした。測量基準点は国土地理院

の平面直角座標の原点 (Ⅷ系、X=0,0000、 Y=0,0000)を 基点に 200の 倍数値を選んで、調査区内の X

軸・Y軸を測量基準線とした。これをもとにグリッドが設定され、大々地区 (200× 200m)・ 大地区 (40
×40m)・ 中地区 (8× 8m)・ 小地区 (2× 2m)に 区分した。

調査対象区は斜面部と一段下がった平坦部 (水田域)の 2地区に地区割りを行う予定であったが、試掘 ト

レンチの結果上部の斜面部以外からは遺構・遺物が検出されず、ほとんどが削平など後世の破壊を受けて

いることが判明したため。事実上、斜面部の一部が本格的な調査範囲となり大きな地区区分は行わなかっ

た。

大々地区 。大地区・中地区などの測量杭は測量業者に委託し実施した。

調査で検出され対抗の記録および遺物の取り上げ等は、遺構名のほかに中地区の基準杭の名称を使用し

た。

c)遺構記号と遺構番号

遺跡名称は記録の保存活用のために便宜上つけたものである。遺構記号は基本的に調査時に決定するた

め、遺構検出・調査の状況によりさまざまであり、必ずしも個々の遺構の性格を端的に示すものではない。

遺構番号は掘削調査前の判断で付けられることから、当時の時間軸にかかわらず検出された順番で付けら

れいるも最終的な遺構の名称は整理作業の段階で決定し、アルファベットの記号から日本語の表記に変更

している。以下にその内容を明示しておく。

本書で使用した遺跡記号と変更点 (なお、遺物や遺構図面の注記については調査中に付けたままの状態で

保存する)。

OSB:2m以 上を目安として平面形が方形・円形・楕円形・多角形の掘り込み。竪穴住居跡 0竪穴状遺構。

(本書では住居跡あるいは、竪穴住居跡と表記した)

OSK:SBよ り平面形が小さく、単独、もしくはほかの遺構と関係が認められない掘 り込み。 (本書で

は土坑と表記)
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d)測量

測量遺構の測量は簡易測量により、調査研究員および実測指導を経た作業員が行った。実測用の測量杭

は、表土剥ぎ後、遺構の確認された区域のみ 8mグ リッドを設定した。その他、遺構の見られないところ

はその地区ごとに適宜最小限の杭にとどめ設定した。実測図は個別の遺構に関しては 1:20平面図は測量

業者の単点図をもとに結線し、それ以外の図面は人手による実測を行った。全体図・地形コンタ図等は測

量業者の単点測量図面 (1:200、 1:100)を 加工して使用した。

e)写真

発掘調査中の遺構等の写真撮影では、6× 7版と35mm版カメラを使用した。6× 7版カメラは取 り回し

や重量の関係から完掘写真や特徴のある遺物の撮影、将来にわたって普及公開活動などで大判に引き伸ば

すことが予想されるものに関して使用し、基本的な遺物出土状態や遺構写真については35mm版カメラ

を使用した。撮影は調査研究員が行い、 現像・焼き付けは専門業者に委託した。ラジコンヘリコプター

による航空写真は平成 13年 7月 19日 に実施した。

2整理の方針と報告書の構成

平成 13年度の発掘調査終了後の冬期整理期間中に遺物の洗浄と注記、それに並行して図面 0写真の分類・

整理を行った。また、測量業者から納品されたデジタル遺構測量図の修正を合わせて行った6

平成 14年度、遺構実測図については、測量業者から納品されたデジタル遺構測量図の修正・加工、そ

れに合わせて全ての遺構図面はグラフイクソフトのイラス トレーター (windOws e macintosh版 )を用い

たデジタル化を試みた。遺物図に関してはハード・人員の制約から従来通りの方向で行い、編集割り付け

は割り付けソフトを用いて行った。
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 地理的環境

1地形の概観

伊那谷は天竜川の上流域に形成された山間盆地で、木曽山脈 (中央アルプス)と赤石山脈 (南アルプス)

にはさまれた細長い形をしている。また、谷の形成過程の違いなどから上伊那北部・上伊那南部・下伊那

の 3つ に区分されている。

上伊那北部は辰野町から伊那市までで、あまり開析の進んでいない扇状地が多 く見られる地域である。

一つは木曽山脈北部、経ケ岳山塊の山麓域に広がる扇状地群で、もう一つは赤石山脈に起源を持つ三峯川

によって形成された、六道原と呼ばれる大型の扇状地である。これらの扇状地地形を代表とする地域であ

る。

上伊那南部は駒ヶ根市周辺が中心で、木曽山脈の山麓域に形成された大型扇状地群からなり、扇状地の

浸食や開析によって複雑に形造られた地域である。遺跡のある飯島町は上伊那南部に分類される。

下伊那は新旧の扇状地群と扇状地を開析した複雑な段丘地形からなり、伊那盆地南半分の広大な地域で

ある。天竜川の西側と東側で異なり、また、阿智・下条も天竜川東西地域とはその形成過程が異なる。

上伊那南部域の地形面形成の概略

赤坂期は木曽山脈側から天竜川に向かって押し出している大型扇状地で、与田切川扇状地と中田切川扇

状地という2つの大型扇状地を発達させた時期までを赤坂期と呼び、その堆積頂面を赤坂面という。両扇

状地の形成は、中期更新世の後期と位置づけられていて、赤坂面には御嶽第 1軽石層を風成で載せている。

後期更新世に入ると最終間氷期から最終氷期の初めにかけて侵食期に入り、与田切川と中田切川の両扇

状地が侵食され始める時期を辻沢期と呼び、その頃形成された面上には約 6万年前頃降下した三岳スコリ

アを風成で被覆させている。その面は辻沢面と呼ばれる。

辻沢期に続く時期 (約 5万年前以降)は、赤坂面の侵食が進み中田切川や与田切川が現河床近くまで侵

食されている。その後、最終氷期の最盛期のため木曽山脈からの礫の供給が活発化し、過剰堆積により谷

は埋まり新しい扇状地が押し出した。その結果形成されたのが鳥居原扇状地で、鳥居原面上には新期テフ

ラ上部を被覆させることから4万年前の形成とされる。

さらに後期更新世の後期から現在まで再び侵食期に入り、現地形の形成に至る過程で扇状地の解体が起

こり、扇状地が段丘化する時代にいたる。形成された地形を時代順であげると本郷面・追引面 。南割面と

なる。

本郷面は面上に一番新しいテフラを薄く載せていることから約 3万年前前後と考えられている。

追引面は段丘面をさらに刻んだり、山麓部などで最新の小扇状地の押し出しが起こった時期で、黄褐色

土中にAT火山灰を含むことから、 2万年前前後に形成されたものとされる。

南割面は現河川筋や谷筋に低位沖積面を造った時期で、 1万年から数千年前と位置付けられている。
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第 3図 飯島町遺跡分布図
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縄文時代 弥生時代

番号 遺跡名 所在地 先土器 草創期 早期 前期 中期 後期 晩期 前期 中期 後期 古代 中世 備考

うどん坂南 飯島町岩間 ○ ○ ○ ○

うどん坂Ⅱ 飯島町岩間 ○ ○ ○

うどん坂 I 飯島町岩間 ○ ○

山溝 飯島町岩間 ○ ○ ○ ○

八幡林 飯島町高尾 ○

石上神社前 ○ ○ ○

庚申平 飯島町田切 ○

太田沢春日平 ○ ○ ○ ○ ○

久根平 ○

岩間上山 飯島町岩間 ○ ○ ○ ○

宮の平 ○

岩間中原 ○ ○

大正新田 ○ ○

上の原 I ○ ○

上の原Ⅱ ○ ○

岩間城 (町谷) ○ ○ ○

岩間鈴の面 ○

高尾第 3 ○

高尾第 2 ○ ○ ○

20 高尾第 1 ○

陣場 ○ ○

22 椰脇 飯島町田切 ○

23 田切町谷 ○ ○ ○

24 春日平中原 ○ ○ ○ ○

25 久根平東 ○ ○

26 山の神 ○

27 孔子廟 ○

28 石曽根堂前 ○ ○

29 天野 ○

30 原畑 ○

追引 ○ ○

32 南割 ○ ○

33 北河原 ○

34 中平 ○

35 田切月夜平 ○

36 平沢 ○

37 原垣外 ○

38 小段 飯島町鳥居原

39 唐沢城址 ○

40 トヤゴ城址 ○

鋳物師原 飯島町高遠原 ○

42 鳴尾天伯 ○ ○ ○

43 鳴尾 ○ ○ ○ ○ ○

44 尾越 飯島町上通 り ○ ○ ○ ○ ○

45 道満 ○ ○

46 北原東 飯島町北村 ○ ○ ○

47 三林 飯島町高遠原 ○

48 蕨平 ○ ○

49 中河原 飯島町上通り ○ ○ ○ ○

50 月夜平 ○

北原西 飯島町北村 ○ ○ ○ ○ ○

52 ゴヒ本寸ヲ電イ白 ○ ○

53 赤坂 ○ ○

54 寺井 (寺通) ○

55 千人塚 ○ ○ ○

56 高遠原中原 ○ ○ ○ ○
|

ヒは高遠原

第 1表 遺跡地名表 (1)
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縄文時代 弥生時代

番号 遺跡名 所在地 先土器 草創期 早期 前期 中期 後期 晩期 前期 中期 後期 古代 中世 備考

57 新屋敷 飯島町新屋敷 ○

58 南街道 飯島町南街道 ○

59 柏木 飯島町柏木 ○

60 カゴ田 ○ ○ ○ 石製模造品

針ケ平第 1 飯島町七久保 ○ ○

62 針ヶ平第 2 ○ ○

63 針ヶ平第 3 ○ ○

64 山の神 ○

65 新田 ○ ○

66 荒田 ○ ○ ○

67 本郷堤北 飯島町本郷 ○

68 本郷第 1 ○

69 原林 ○ ○

70 堤の窪 ○ ○

丸 山 ○

72 中山 ○ ○ ○

73 寺林 ○

74 大見山 ○

75 十三堂坂の上 ○

76 与那田 ○ ○

77 寺平 ○ ○ 梵鐘鋳造遺構

78 丹那峰 ○

79 権代林 ○

80 古町 ○

陣垣内 ○

82 前の田 ○

83 南羽場 ○ ○

84 清水 ○ ○ ○

85 北羽場 ○ ○

86 若森社 ○ ○ ○

87 宮の北 ○

88 窪垣外 ○

89 田中 ○

90 本郷中原 ○ ○ ○

十王堂沢 ○

92 美射山 ○

第 2表 遺跡地名表 (2)

2遺跡の立地と遺跡

中央アルプスから流れ出る与田切川によって造られる扇状地端部の舌状台地に位置し、遺跡の東側には

天竜川が太平洋に向かって南流している。

丸山遺跡のある本郷地区の台地上には縄文時代の遺跡が数多く存在している。特に丸山遺跡の南を流れ

る十王堂沢川の両岸には縄文時代中期を中心にして草創期～晩期の土器・石器などが出土している。丸山

遺跡の西 (JR飯田線をはさんだ対岸)には本郷原林遺跡 (69)・ 堤の窪遺跡 (70)が、東方向には十王堂

坂の上遺跡 (75)・ 権代林遺跡 (79)、 南方には中山遺跡 (72)・ 梵鐘鋳造遺構が確認された寺林遺跡 (77)・

与那田遺跡 (76)力液日られているところである。また、南の西岸寺付近には飯島城遺跡 (寺平遺跡に近接)

などの中世遺跡が存在する。本郷原林遺跡は、昭和 56年、飯島町教育委員会によって調査の報告がされ

ており、縄文時代中期後葉の住居跡が 5軒確認され、多数の土器・石器が出土している。十三堂坂の上遺

跡は、昭和 57年の飯島町教育委員会の報告で、縄文時代中期中葉の住居跡 13軒・土坑 (貯蔵などの目的

の穴)106基などが明らかにされている。

-10-



第 2節 歴史的環境

飯島町は中央アルプスの稜線から天竜川左岸にまでおよぶ東西に長い町であるが、遺跡が認められるの

は山麓から天竜川までの区域で、本陣のあった飯島地区、与田切川右岸の本郷地区、更にその南の七久保

地区の 3つ の地区に大きく分けられる。また、考古学の分野では、遺跡の分布・立地などから飯島地区の

西部・飯島地区の中央部・田切地区 0日 曽利地区・本郷地区・七久保地区の 5つ に区分されている。

飯島地区は大田切川の右岸と与田切川の左岸に挟まれた扇状地上に位置し、その中央部には郷沢川が天

竜川に向かって東流している。本地区は大きく分けて現中央自動車道沿いの山麓部 (西部)と 天竜川寄 り

(中央部)の 2地区がある。

山麓部 (西部)は中央自動車道建設のための事前調査によって数多くの遺跡が報告されており、縄文集

落の立地という点からも好条件で貴重な資料を多数提示している。山溝遺跡 (4)・ 岩間上山遺跡 (10)・

高尾第 1遺跡 (20)な どは上伊那南部域を代表する縄文時代中期の集落である。山溝遺跡は中央自動車道

に伴い調査 され、縄文時

代中期後様の後半の集落

遺跡が明らかになってい

る。該期の竪穴住居跡が B

地区で 7軒、E地 区で 17

軒が検出されている。ま

た、多 くの土坑や宗教的

色彩の濃厚 な住居跡が確

認されている。該期以外

では、縄文時代早期 と後

期前半の土器が検出され

ている。岩間上山遺跡は

鳥居龍蔵氏を始めとして、

八幡一郎氏 らによっても

調査がなされている。本

格的な調査の手の入った

のは、昭和 54年の県営ほ

場整備によるものであっ

た。本跡では縄文時代中

期後半の曽利 Ⅱ～Ⅲ式に

相当する竪穴住居跡が 7

軒確認されている。本地

区には前述 した 2遺跡の

他に特筆すべ き高尾第 1

遺跡がある。遺跡の立地

は高尾高地、現在の中央

自動車道東側の台地上に

ある。大正時代の鳥居龍

-11-
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蔵氏の考古学的調査から始まり、その後、地元の小学生や在野の研究者らによって土器や石器が収集され

ていた。昭和 55年には県営ほ場整備事業に伴う発掘調査で全面調査が行われている。その際確認された

のは縄文時代中期中葉から中期後半にわたる竪穴住居跡で 51軒を数えている。未調査の地区などを考え

ると当台地上には密度の濃い集落があったことが予想される。

飯島地区中央部は現在市街地で、山麓部のような拠点的な集落はほとんど確認されておらず、唯一、堂

前 (どうぜん)(28)遺跡があるのみである。堂前遺跡は昭和 53年、県営ほ場整備事業に先立ち調査され古

墳時代・平安時代の集落、縄文時代中期後葉の住居跡 9軒 0土坑群、縄文時代後期の配石遺構が検出された。

田切地区は飯島地区の北惧1、 大田切川寄りの一帯で中規模な集落遺跡が確認されている。本地区の比較

的大きな規模の集落遺跡としては″島居龍蔵氏によって初めて本格的な調査がされた町谷遺跡 (23)力液日ら

れ、昭和 49年には県営ほ場整備事業の事前調査によらて 8軒の縄文時代中期後半の集落が確認されてい

る。また、縄文時代前期末葉の諸磯 c式・晩期の氷式の完形を出土している大田ノ沢春日平 (24)遺跡は、

昭和 47年の中央道に伴う発掘調査で中期中葉の竪穴住居跡を検出しており、縄文時代前期後半・中期前半・

晩期終末まで断続的に続いた遺跡としてあげられる。

日曽利地区の現在の集落は標高 750m前後の高所にあり、山ノ田 (やまんだ)と呼ばれている。その山ノ田

の下方標高 600m前後の箇所には小規模な扇状地が形成され、縄文・弥生時代の人間の痕跡が散見される。

本郷地区では 24あ まりの遺跡が知られ、主に与田切川の右岸に広がる舌状台地の先端付近、十王堂沢

川をはさんで縄文中期を中心とする集落跡が展開している。今回報告する丸山遺跡もその一角にある。丸

山遺跡の西 (JR飯田線をはさんだ対岸)には本郷原林遺跡 (69)・ 堤の窪遺跡 (70)が、東方向には十三

堂坂の上遺跡 (75)、 他に田中遺跡 (89)・ 本郷中原遺跡 (90)力液口られるところである。

七久保地区は飯島地区の山麓部同様、中央自動車道の開発に伴って多くの発掘調査がなされた地区であ

る。旧石器時代の針ケ平遺跡 (62)。 縄文時代早期では赤坂遺跡 (53)・ カゴ田遺跡 (60)。 縄文時代中期

を中心とした集落では鳴尾天白遺跡 (42)・ 高遠原遺跡 (56)・ 尾越遺跡 (44)力液日られている。

高遠原遺跡は県営ほ場整備事業の事前調査、他 2遺跡の調査は中央自動車道建設に伴うものである。高

遠原遺跡は急傾斜地上にあり、水田造成の破壊を受けているものと考えられている。検出遺構は 1軒の竪

穴住居跡の他、 3か所の大型竪穴状遺構 0三十数基の土坑など遺構の確認数こそ少ないものの、遺構の特

殊性を考える上で貴重な調査であったといえるι

鳴尾天白遺跡は昭和 46年、中央自動車道建設に伴い発掘調査され調査区内からは縄文時代中期中葉末

から後葉の竪穴住居跡 10軒、土坑 36基が検出されている。本遺跡は高遠原遺跡から道を隔てた南東にあり、

時期的にもほぼ同時期と考えられることから、あるいは、同じ集落の範疇でとらえられるべきものかもし

れない。

尾越遺跡は中央自動車道建設に伴い昭和 46年発掘調査されている。その際検出された遺構は縄文時代

中期後半の竪穴住居跡 24軒・後期前半の竪穴住居跡 4軒・配石遺構 8基・土坑 101基 を数える。中期後

半の 24軒の竪穴住居跡は、大きく3期に時期区分される可能性が示されている。該期の出土土器の様相

から唐草文土器様式が東海地方との交流を示す土器が数多く出土しているのは注目されるべきものである。

第 3節 基本層序

先に述べたように、飯島地籍一帯は中央アルプスから押し出された土石による扇状地が発達し、さらに

その上にロームが覆って形成されている。丸山遺跡のある飯島町本郷地区はその扇状地の扇央部の先端寄

一-12-―



りにあたる。

上記のような立地の遺跡であるため、調査時の遺構確認面はローム層直上として主に重機による表土

剥ぎを行った。しかし、遺物は数多く出土するものの、遺構には当たらなかった。検出されたのは風倒木

や木の根を抜いた痕など遺構とはほど遠いものであった。それらの疑わしいシミ状のプランを数個半裁し

たところ、調査区北西部のビットの底から炭化物を混入する遺構の覆土と考えられる土壌が検出されたた

め、先行トレンチを入れ 1号住居跡を確認した。そこで遺物の多い箇所や、やや色調の暗い地点に数本の

トレンチを入れた。その結果、数軒の竪穴住居跡が確認出来たことから、本来の遺構確認面はⅢ層ではな

く30～ 40cm下のⅣ層であることが判明し、そのレベルまで重機による表土剥ぎを再度行い、遺構の検

出にあたった。

しかし、ローム層での遺構確認はローム台地上の調査では当たり前であったのだが、今回の調査では何

らかの要因で持ち込まれた疑似ローム (Ⅲ層)にてこずった結果となった。縄文中期以降に気候の変化に

伴って洪水がたびたび発生し、ロームを持ち込んだのではないかという意見や時期ははっきりわからない

が戦前に撮った写真では調査区上部が開墾されており、その際削平された土壌が持ち込まれたものか、い

ずれにしても不明のまま調査を終えてしまい、責任を感じる。

土層注記

l層 :表土層

|'層 :黒褐色土 (10YR3/2)木の根の痕跡

H層 :暗褐色土 (10YR5/8)         些垂

Ⅲ層 :明黄褐色土 (10YR6/8)疑似ローム。やや

粘性あり、層厚 30～ 40cm。

Ⅳ層 :明黄褐色土 (10YR6/8)遺構確認面。や

や粘性あり、Ⅳ層より締まりあり、新規テフラ

より細粒で構成される。

Ⅳa層 :明黄褐色土 (10YR6/8)やや粘性あり、lm

Ⅳ層より締まりあり。

V層 :明黄褐色土 (10YR6/8)粘 性があるが、

締まり弱い。新規テフラ (上部)

Ⅵ層 :黄橙色土 (10YR7/8)締 まり有 り、粘性

弱く硬質。

ⅥI層 :黄橙色土 (10YR7/8)締 まり有 り、粘性

弱く硬質。 X層め白みを帯びる軽石を少量混入。
ttL

Ⅵ‖層 :明黄褐色土 (10YR6/8)伊那層。

Ⅸ層 :御岳第一軽石層

X層 :に ぶい赤褐色土 (2.5YR5/4)や や粘性が

有り、締まりある。

測層 :人頭・こぶし大の礫層。 X層が礫の間に

入り込む。

0           100cm

第 5図 基本土層図
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第 土早 遺構と遺物3

丸山遺跡は上伊那郡のほとんど南端

の飯島町にあり、中央アルプスの形成

した扇状地上に位置する。東側は断層

崖と天竜川の侵食を受けた河岸段丘が

見下ろせる台地上にある。調査区は丸

山という小高い丘陵の南側斜面にあり、

南から北に向かって勾配のある傾斜地

である。

丸山といわれる小高い丘陵の南斜面

全体から遺構が検出されると予想され

ていたが、予想に反して遺構の認めら

れたのは西寄 り半分の地区で、東側は

平坦面があるにもかかわらず一つの遺

構 も確認出来なかったため、表土剥 ぎ

のみ行った。開墾などの耕作のよるも

のか、集落として何 らかの意味があっ

て空白域を残したのか、道路幅だけの

調査では如何とも為難いところである。

その傾斜地の遺構確認面の検出作

業はロームを確認面として捉え重機に

表土剥ぎ地区

闘
酬
引

＼
Ｎ
ギ
州
Ⅶ
Ｖ
咄
〃

た

100m _は 試掘 トレンチ

第 7図 調査範囲図

よって行ったが、遺物は出土するものの遺構の検出に手間取った。それはⅢ層 (明黄褐色ローム)が本来

の確認面Ⅳ層の上に載っていたためで、再度重機を入れ表土剥ぎを行うのにかなりの時間を要した。 (詳

細は13ペ ージの基本土層の項)

1竪穴住居跡

1号住居跡 (第 8～ 13図  PL 2 012)

調査区の西端部 L…23グ リッドに位置する。他の遺構との重複関係はない。本跡の上には調査開始当初、

基本土層でローム層 (確認面)と したローム類似層が 20cm程覆っていたため検出できなかった。その 2

次堆積したローム (ロ ーム類似層)で確認された撹乱を半裁したところ、撹乱の下部に炉と考えられる焼

土が検出されたため調査方法を変更し、東西・南北にトレンチを設定し掘り下げたところ、住居跡の壁と

思われる立ち上がりが確認されたため住居跡として認定し調査にあたった。

規模は長軸 (東西)は 4。8m、 短軸 (南北)4。 lm、 検出面からの深さは最大で 42。8cmを測る。平面形

は東西に長い多角形 (10角形あるいは 8角形の可能性が考えられる)を呈する。

覆土は 4層 に分層された。304層 は黄褐色のローム層で地山に非常に似ていて壁の検出に苦慮した。2

層は炭化物粒子を多く含み、断面形状がやや不自然であることから、本跡より新しい時期の別遺構ではな

-15-
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I
○二 629。 700m
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Ｏ」

G            H
o-629。 700m   ― ○

ｆ

ｏ∞０嵐

(Pitレ ベル629。 700m)

0     (1:40)     lm

炉 1,黒褐色 焼土フ
゛
ロックもわずかに含む。

2,暗褐色 焼土粒・炭化物多くもろい。
3,黄褐色 焼土粒が多く混じる。
4,焼土  火床部

しまりよし。粘性ややあり。
炭化物の含有が多 .
締まりよし。粘性大。
締まりわるし。粘性大。

2m

A
○――-630。 200m

○ ―

'-630.000m

b
一 〇

1,黒褐色
2,黒褐色
3,にぶい黄褐色
4,にぶい黄褐色

(1:60)

P4

(Pitレ ベル629。 700m)

o     (1:40)     lm

a     b
O――  ― o

a     b     a      b
O――    ― ○      ○―一    ― ○

a      b
O――     ― ○ ○ 一

b
― ○

1,にぶい黄褐色
2,褐色
3,暗褐色
4,暗褐色

5,褐色
6,黄褐色
7,黄褐色

第 8図 1号住居跡

いかと考えられたため、さまざまな可能性を想定しながら慎重に調査を行った。その結果、2層が床面を

侵していないこと、2層確認時の平面形が不整形であること、出土遺物に時間差がそれほど認められない

ことなどから、人為的な行為によって一気に埋め戻された可能性の高いことを優先し、本跡の覆土である

と結論した。

壁はほぼ垂直に近い角度で立ち上がり、直下には周溝が全周する。

床は貼床ではなく地山のロームを敲き締めた硬化面である。硬化の範囲は西側の壁側を除きほぼ全面で

ある。ピットは 6基検出された。このうちピット1020306の 4基が主柱穴と捉えられる。

一-16-一
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第 9図 1号住居跡 遺物出土状況

炉は住居跡中央部の東寄りに設けられている。規模は掘り形で 85cm× 78cm、 深さ 12cmを測る。本跡

の炉は本来、石囲炉であったと思われるが残存していたのは 3個の炉石にとどまる。炉底は全面的に焼け

ていた。炉の西側には炭化物を多く混ぜる焼土塊 (2層 に伴うものか)が検出された。

遺物の出土状況は比較的多く、炉跡周辺のものを除くと破片資料が多く、炉跡周辺の土器は床面に近い

レベルで出土している、他の地点から出土したものは覆土中出土であることから破棄されたものと考えら

れる。床面出土のものでは完形の打製石斧が 3点出土している。 (第 43図 38042、 第 44図 45)

遺構の時期は、出土した大木系 (大木 8b式)の土器などから、縄文時代中期中葉末～後葉前半ととら

えられる。

出土遺物

1は大型の深鉢で、口縁部には 2つの大把手と 1つ の中把手が観察される。口縁の残部が半分ほどであ

るため推測の域を出ないが、類例からすると4単位の大把手に4単位の中把手が交互に配されていたもの

と考えられる。口縁部の下位には 1.6～ 1。9cmの無文帯がめぐり、無文帯の下位には 3条の平行沈線が施

されている。3条の沈線の間はやや隆起している部分があることから粘土紐の貼付けが行われたことが考

えられるが微少であり確証はない。平行な沈線より下は縦方向の複節 RL縄文の地文の上に大きな 3重の

弧が描かれている。 2は大型の深鉢で、日縁部付近には二重複縁の形跡が見られるが残存状況は悪い。胴

部は 1と 同様、縄文地文の上に 3条の沈線によって大きな曲線が描かれている。地文の縄文は RLの縦位

(部分的に斜め)である。 3は瓢箪形をした深鉢で、折返した口縁を持ち、肩部まで無文帯がめぐっている。

胴部は RLの縦位 (斜め)の縄文地文の上に 102同様、3条を基本とする沈線により曲線のモチーフが

描かれている。また、胴部の 3ケ所に 1条の波状沈線が垂下している。胴部上位には 4単位の突起が見ら

―-17-一
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第 10図 1号住居跡 出土遺物
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第 11図 1号住居跡 出土遺物 (2)
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0        (1 : 4)      locm

第 12図 1号住居跡 出土遺物 (3)
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第 13図  1号住居跡 出土遺物
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れる。底部外面には籾圧痕を思わせる凹みが 1つ観察されている。4は、高さのない深鉢形土器で、回唇

部と頚部に水平方向の連続する刻みが施されている。胴部はRLの縦位縄文が施される。 5は、無文の鉢

形土器で外面と内面下位には丁寧な磨きが施されている。口唇部には水平方向の刻み、直下には水平方向、

日唇部から胴部にかけては垂直方向の連続刺突文が棒状工具により施されている。6と 7は、地文に RL

の縄文が縦方向に施文された「扁平渦巻き弧文」で胴部は長胴となる一群と考えられる。 809は、波状。

平縁を呈する口縁部片で、肥厚する日唇部の下には隆帯に区画された中に縦位沈線文や十文字のモチーフ

の平行沈線文がみられる。10～ 11は隆帯の区画内を綾杉文・斜方向の平行な沈線が充填されるもの。16は、

無文の回縁部。17は、隆帯の周 りに櫛状の細線文が施される。18は、隆帯で描かれた渦巻きの内部に押

し引きの刺突文が施されたもの。19は単節羽状の縄文上を平行沈線で区画している。横位の細かい平行

沈線が見られる。20、 RL縦位の縄文の施された胴部。21022024は無文である。23は、縄文地文が施

されている底部である。

大木 8b式併行土器や唐草文土器などから縄文中期中葉末～後葉前半、三上編年のⅡ期といえようか。

2号住居跡 欠番

3号住居跡 (第 14～ 17図  PL3 0 13)

調査区のやや東寄り、R-6。 7.12グ リッドに位置する。

規模は長軸は 5。Om、 短軸は 4。9m、 検出面からの深さは最大で約 60cmを 測る。平面形は柱穴付近の

外壁を頂点とする 6角形に近い円形を呈する。主軸は炉および埋甕の位置から西側に出入 り口部をとるW
…10° 中Sの主軸方向が考えられる。

覆土の 1層 は遺跡全体に包含する褐色ソフトロームで、本跡が埋没してからの堆積と考えられる。2層

以下が本跡にかかわる覆土で、7層 (2～ 8層 )に分層された。2層は黄褐色ロームブロックを混在する

褐色ローム主体層で、中小の礫が含まれる。3層は炭化物粒子を多量に含む暗褐色粘質土で土器・石器を

比較的多く包含する。3層下面ないし5層上面には焼土・焼土ブロックの集中が 3ケ 所で検出され、2次

堆積の段階で本跡が利用されたものと判断される。4層は炉にかかわる覆土であり、炭化物粒子が比較的

多く含まれる。本跡の炉は、本来石組みであったものと捉えられ、石組みが廃棄される過程での埋没土が

本層と考えられる。5～ 8層 は本跡の 1次堆積土であり、5層は褐色ロームと粘質土の混合層、6層 は黄

褐色ローム主体層である。炭化物粒子は比較的少なく、遺物も5層内で浮いた状態で出土した。住居跡南

側は床面が軟弱であり、覆土もロームブロックとソフトロームが混在した締まりのない層 (ヴ 層)である。

壁はほぼ垂直に立ち上がり直下に周溝は認められない。

炉は住居跡中央部の東寄 りに検出された。規模は 120cm× 112cm、 深さは 55cmを測る。平面は不整

方形で、掘り形のみの残存であった。石を抜いた痕跡や抜き取られたと見られる礫の破損品が出土してい

ることから、本来は石囲い炉であったと考えられる。炉跡の覆土は 1層からは焼土は検出されず、土器の

小片が比較的多く混在し、3層下には厚い焼土ブロックの面的な広がりが検出された。焼土ブロックおよ

び比熱して硬化したロームは 10～ 15cmの厚みがあり、使用頻度が高かったことが推測される。

床は貼 り床であったが、掘 り形は不明瞭で、ロームの叩き締めと数センチの粘土ロームによる床と判断

した。床面の硬化は、炉周辺から埋甕を結ぶ線上とその西佃1で顕著で、南倶1は軟弱であった。

ピットは 7基確認された。そのうちピット102040607は床面から37～ 40cmの深さを持ち、主柱

穴と考えられる。主柱穴と考えたピットの覆土は 5層に分層出来たが主柱穴の痕跡を明瞭に残したビット

はなく、ローム小ブロックと炭化物粒子を少量含んだ黄褐色粘質土・ロームが覆土である。ビット1は貼

一-22-一
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o_629。 200m

Pl
a        b
O一   一 〇

P5

a      b
O一― ― ○

カクラン

a   P4   b
O一―  一 〇

(1:60)

P2

0-
b      a        b
― ○    ○―   一 〇

ｂ

Ｏ

a           b
O一一     一 〇 ○ ―

b
一 〇

(掘 り形 )

0     (1:40)

o――-628.400m
b

―
○

lm

(Pit l～ 7

レベル628.500m)

0     (1:40)     lm

Pitl～ 8:1,に ぶい黄褐色 粘性強く、しまり弱い。にぶい黄褐色粘土。
2,にぶい黄褐色 粘性あり、しまりやや弱い。ソフトローム主体層。
3:褐色    しまり強い。褐色粘土。
4,褐色    粘性あり。褐色粘土。ローム粒多量混入。

第 14図  3号住居跡

り床、および埋め戻しの覆土が確認され (4層 )102層 が柱痕の可能性がある。

埋甕は住居跡南西部の位置に 1基検出された。口縁部を欠くが、底部まで残存したほぼ完形の深鉢が正

位の状態で出土した。深鉢その物は周囲の根の影響で著しく歪められ、小破片となって取り上げられた。

掘 り形は直径 35cmの ほぼ円形で断面は橘鉢状であった。埋甕内の覆土は 3層に分層された。l層 はロー

ムの小ブロックや炭化物粒子を少量混ぜた黄褐色土で、2層 は黄褐色ソフトロームで、埋め甕の小破片

Ｏ
Ｃ
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(1:60)

第16図  3号住居跡 炉跡
出土遺物

1はいわゆる樽形土器。口縁部は欠落するが口唇部はおそらく無文帯でであったと思われる。地文は沈

線の綾杉文で、その上に隆帯による渦巻文が施される。渦巻きの状態や綾杉文のくずれ方から、Ⅱ期後半

C

1,にぶい黄褐色 粘土混在層。ローム粗粒混在。
2,褐色    褐色ローム・粘土混在層。
3,灰黄褐色  黄褐色ロームフ゛ロック10%。 焼土フ

゛
ロック

4,焼土    焼土フ゛ロック・被熱ローム。

8(埋甕)

第 15図 3号住居跡 遺物出土状況

A
o_628.500m

C
o――-628.500m

0        (1:30)        lm

が少量出土 した。3層 は炭

化物粒子を少量 0ロ ームブ

ロックを含んだ褐色土であ

る。2層 覆土から埋甕内が

空洞であった可能性が考え

られる。

遺物の出土状況は土器

片・石器の他特殊なものは

ない。遺物の出土分布は平面

では炉周辺・埋甕周辺・北

壁寄 りに比較的多 く、土層

では 3層内が最も多 く含ま

れていた。完形に近い土器

は埋甕の他には見られない。

Ｂ

ｏ
И
牛
■
―

D
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第 17図  3号住居跡 出土遺物
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からⅢ期 (三上編年)に該当するものと思われる。 203は東海地方の北屋敷式の回縁部・頚部片で同一

個体と思われる。4は折 り返し口縁部片で、波状にやや突出した部位と考えられる。地文に細線文が施さ

れ渦巻きのモチーフが沈線で描かれている。 5は下伊那特有の土器で断面三角形の隆帯で区画され細線文

などが施される。 6は綾杉文の地文の上に縦位の隆帯が施される。7は、無文の回縁部片である。9は 回

縁部下の隆帯と刺突による渦巻き文が、楕円区画によって横位にめぐっているものであろうか。203の

北屋敷式や 4・ 5の土器は 1の埋甕より時期的に古い段階のものと思われるが、ここでは埋甕の深鉢から

Ⅱ期の後半からⅢ期と捉えたい。

4号住居跡 (第 18019020図 PL 4 013)

調査区の中央のやや東寄り北から南に緩やかに傾斜する段丘縁、R-1グ リッドに位置する。検出はソフ

И
ゝ
車
―

D

(1:60)

日
〇
〇
Ю

。〇
ヽ
⑬

ｌ
ｌ
‐
○

Ｂ
ｏ
　
　
　
。

日
〇
〇
〇

．〇
∞
Ｏ
　

Ｉ
Ｉ
‐
ｏＯ

:-629.500m

(1:30)

1,に ぶい黄褐色 粘質土。しまる。炭化物、焼土粒少含。
2,黒褐色    粘質土。しまる。炭化物、焼土粒少含。
3,灰黄褐色   焼土粒 0炭化物やや多く含む。
4,に ぶい黄褐色 粘質土・ローム粒少含。
5,灰黄褐色   指頭大焼土フ

゛
ロック多含。炭粒多含。

:-629.800m

覆± 1,黄褐色    粘性強くしまる。
2,灰黄褐色   口‐ムフ

゛
ロックと黄褐色土の混成層

3,黒褐色    粘性土、しまる。
4,にぶい黄褐色 粘質土、ローム主体。

a     P4
0-

Pitl

Pit2

Pit3

Pit4

Pit5

Pit6

Pit7

4号住居跡

(Pitレ ベ゙ル629.500m)

0     (1:40)     lm

b

一 〇

a      P7     b
O―      ― ○

1,灰黄褐色
2,に ぶい黄褐色
3,に ぶい黄褐色
1,灰黄褐色
2,灰黄褐色
1,灰黄褐色
2,にぶい黄褐色
1,灰黄褐色
2,に ぶい黄褐色
1,灰黄褐色
1,灰黄褐色
1,にぶい黄褐色

粘質土硬くしまる。炭粒少含。
粘質土。ロームフ

゛
ロック少量含む。

粘質土。しまりなし。
粘質土。ロームフ

゛
ロック少量含む。

粘質土。ロームフ
゛
ロック多量含む。

粘質土。ロームフ
゛
ロック少量含む。

粘質土。ロームァ
゛
ロックをやや多く含む。

粘質土。ロームフ
゛
ロック少量含む。硬い。

粘質土。ロームフ
゛
ロックをやや多く含む。

粘質土。しまり良好。ロームプロック含。
粘質土。ロームフ

゛
ロック少量含む。

しまり弱く、ホ
゛
ソホ
゛
ソしている。

第 18図
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トローム (基本土層のⅢ層)が覆い被さっていたため、困難を極め基本土層除去後のサブトレンチで検出

した。

規模は長軸 5.Om、 短軸は南北方向で 3.4m、 検出面からの深さは50 c mを 測る。主軸はN-20° ―Wを示す。

平面形は東西に長軸を持ち傾斜方向に短軸をとる楕円形であるが、柱穴付近でやや角張るため 5角形ない

しは 6角形の丸みを持った多角形とも考えられる。

壁はやや急な角度で立ち上がっている。

覆土は大きく3層 に分けられ、最上層の 1層 は基本土層のⅢ層にあたるソフトローム層である。 2層 は

ローム粒子 0ロ ームの小ブロックを含む褐灰色土で、暗褐色土の 3層は北壁付近に観察された。 1層 は住

居跡廃絶後の自然堆積と考えられる層で、 2層は人為的に埋め戻したか、人為的な盛 り土が流入した可能

性がある。また、 2層の覆土上部にでは多くの礫が出土しており、住居跡廃絶後、窪地として残存しその

場所に礫を廃棄したことが考えられる。土器は小破片がほとんどであるが、2層から比較的多くの土器片・

石類が出土している。

炉は住居跡中央北寄りに位置する。平面形はやや不円整形で、床面から約 30cm掘 り込まれている。底

面は凹凸が著しく、被熱により赤化している。底面の凹凸は、礫を配した痕跡とも考えられる。炉の構造

は本来、石囲い炉であったと思われる。

柱穴は 7基確認された。その内のビット1～ 4が、規模や位置から考えて主柱穴ととらえられる。東西

約 1。9～ 2.Om、 南北約 1.7～ 1.8mの 間隔で長方形に配置されている。いずれも上部が広がる断面形で床

面から50～ 58ёm掘 り込まれている。ピット7は覆土に締まりがなく、断面の形状も柱穴とするには深

／

ヽ

■

―

(1:60)

4号住居跡 遺物出土状況

一-27-一
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さがない。ピット5は非常に浅く柱穴とは考えられないが、炉との位置関係やビット3と ビット4の中間

に位置することから、入り口施設、あるいは埋甕様の用途に関係するものと予想される。

遺物の出土状況は土器片や石器が少量出土している。埋甕は認められなかった。

出土遺物

102は把手部分で、1では沈線内に刺突による刻みが入る。2は粘土紐の編み上げ (撚紐状隆帯文)や

渦巻き文の貼付けによる。304は、内湾する日縁片で、いわゆる樽形土器である。横位に方形に近い楕

円のモチーフ (横帯楕円列)が見られることから、三上編年のⅢ期に当たるものと思われるものである。

508は、楕円・平行などの沈線で区画された中を刺突で充填する。下伊那系であろうか。9010は隆帯で

区画した中を沈線による渦巻きで埋めたもの。13は無文である。拓本では底面には縄、ないしはムシロ

状の痕跡に見えるが、肉眼では植物の繊維とは考え難いことから、不明底部圧痕としておく。本跡の時期

は横位区画された樽形土器の土器片からⅢ期と考えられる。

5号住居跡 (第 21022023図  PL 5 014)

調査区の西端の Q…203、 L-22023グ リッドに位置し、本跡の北東 3mに は 1号住居跡がある。検出にあたっ

ては、本跡上に大木の切 り株が数本あり、それを除去しながら先行 トレンチを設定し掘 り下げた。この結

果、壁の立ち上がりを捉えられたため平面調査に移った。

規模は長軸は 5。05m、 短軸 4。95m、 検出面からの深さは最大で 55cmを 測る。主軸は炉南佃1の炉石が

扁平であることから、南側に出入 り口部を持つ S…20° …Wに なると予想される。平面形は南西の床・壁が

削平されていることから全体の形状は不明である。残存部分からすると北西・北東コーナーがほぼ直角に曲

がることから隅丸方形が想定されるが、本跡に帰属するビット6・ 8が大きく南に飛び出ることから、南

を頂点とする台形状の平面形の可能性も考えられる。

覆土の 1層 は表土・耕作土、2層は漸移層 (暗褐色粘土)でロームと黒褐色土の混合層で、木根部の影

響を受けている。102層 は土器片や石斧類の出土が多いが、本跡本来の覆土と捉えられないことから2

次的な遺物と考えられる。本跡の覆土の堆積土として捉えられる土層は 4層以下で(大きく5層 (4～ 8層 )

に分類された。4層はソフトロームを混在した灰黄褐色粘質土で、暗褐色粘土ブロックが多量に混入して

いた。遺物も比較的多 く含まれ、人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。4層直下の床面上覆土の 6層

は、黄褐色ロームと粘質土の混合層で炭化物粒子が比較的多く含まれていた。5層は褐色ローム主体層で、

暗褐色粘土ブロックを混入している。また、4層下部・6層中・上部には大小の円・角礫が散在すること

から、覆土下位の 4～ 6層は埋め戻しによるものと判断される。本跡の埋没過程は、4～ 8層が遺構に直

接かかわる覆土となる。その後、遺構の窪みに2次堆積層としての 3層 ソフトロームが堆積し、さらに 10

2層が堆積したものと考えられる。3層の堆積状況は、現地形に並行する比較的均一な堆積を示すことから、

本遺跡北側の斜面上部の土砂崩落の可能性が指摘できる。

床は貼床であったが、掘り形は不明瞭で、ロームを敲き締めた数センチの粘土・ロームによる床と判断

された。床面の硬化は炉の周辺・北壁に続く面に検出されたが、南斜面側では確認されなかった。

残存する壁は立ち木の密集地区にあったことから所々その影響を受けているが、東西壁および北壁は、

ほぼ垂直に立ち上がる。

東・西及び北壁は、ほぼ垂直に立ち上がるが、南壁は南に傾斜する斜面であったため、削平により確認

されなかった。

炉は住居跡中央部より北寄り (奥壁寄り)に検出された。構造は大型の自然礫を扁平に打ち欠いて四方

を囲んだ石組炉である。東西にやや長い方形プランを呈する。炉石端の規模は東西 1.3m、 南北 1。05mを

一-29-一



1, 黒褐色粘土   表土・耕作土。
2, 暗褐色粘土   漸移層。
21,暗褐色粘土   口‐ムフ'ロック混入。
3,褐色     褐色ソフトローム主体層。
4, 灰黄褐色粘土  ソフトローム混在層。
イ,灰黄褐色粘±  4層 よリローム粒やや多い。
5, 褐色ソフトローム主体層
6, にぶい黄褐色粘土 かホ

゛
ン粒多量混入。

7, 褐色ソフトローム主体層
8, 黄褐色ロームフ

゛
ロック主体層

(1:60)

Pl

8_628。 2m_8
P2

3」28.Om_8

b
一 〇

P5

8_627.9m

P4

b
――o 628.2m

3_628。 2m_8

P8

o-   628。 Om

P10

8_ _8628.Om

Pitl～ 10 1,にぶい黄褐色粘土
2,暗褐色粘土
3,褐色ローム主体層
4,黒褐色粘土
5,暗褐～にぶい黄褐色粘土
6,暗褐色粘土

a        P6        b
o―-  628.Om  一―o

o    (1:40)

ローム小フ
リ
ッロック(0.5cm大 )混在、カーホ

ヤ
ン粒混入。

ローム細粒混入、かホ
マ
ン少量混入。

ソフトローム主体、カーボン散在。粘性強くソフト.
ローム粒散在:粘性強く、しまり弱い。
ローム粗粒主体。暗褐粘土フ'ロック状に混在。
ローム粗粒、ロームフ

゛
ロック混在。粘性、しまりあり。

第 21図  5号住居跡
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Ａ

■

１

日〇〇Ｈ．∞∞０１１い
C

1,暗褐色粘土    ローム粒、カーホ
゛
ン混入。

2,に ぶい黄褐色粘土  ローム小プロック20%と カーホ
゛
ン粒を均一に混在。

3,褐色粘土ロームフ
゛
ロック5%混在、焼土粒・焼±10%混入。

4,褐色ローム主体層   ソフトロームに暗褐色土混入、カーホ
゛
ン粒散在。

5,褐色粘土・ローム混在層 カーホ
゛
ン粒微量混入。

6,褐色ソフトローム・フ
゛
ロック混在層

:-628.100m

(1:30)

第 22図  5号住居跡 炉跡

測る。東・西の炉石はそれぞれ各 1枚の扁平礫を使用し、奥壁 (北佃1)には 1枚の扁平礫と縦長の割石、

焚き口 (南倶1)に は上面が平坦になるように三角礫が 2個体設置されている。炉内の被熱は著しく炉石の

破砕や底面の変色 0硬化が顕著であった。覆土は 6層 に分層された。6層のうち炉内部の覆土が 3層 (1

～ 3層 )に、炉の構築に伴うものが 3層 (4・ 506層 )の 2種類に分類できる。1層 は暗褐色粘質土、2

層は黄褐色粘質土で炭化物粒子を少量含んでいるが、焼土は検出されなかった。3層は焼土粒子、焼土ブ

ロックを含む褐色粘質土で奥壁よりに不整方形の火床面が認められた。3層下には厚い焼土ブロックの面

的な広がりが確認された。焼土ブロックおよび被熱して硬化したロームは平面が方形で、約 10cmの厚み

があり、使用頻度が高かったことがうかがわれる。4層は東壁面のみに確認され、炉構築時の覆土と考え

られる。40506層は炉石固定のための覆上で、締まりの強い褐色ローム・粘土の混合層である。炭化物

粒子を含まない 6層 とロームブロック・炭化物粒子を含む 5層 に分けられた。炉の掘り形は直径 1.4～ 1.5m

の円形である。炉石には硬砂岩・花商岩を使用している。

柱穴及びビットは 10基確認された。その内床面の残存する範囲から検出されたものはビット102030

407の 5基で、ビットの配置と床面からの深さから主柱穴に該当するものはピット102・ 304の 4基 と

考えられる。ピットの深さはビット2が最も浅く40cm、 ビット3が最も深 く52cmであった。ピット1

からは扁平な角礫が出土し、ビット4からは黒曜石と埋設された土器が出土した。ピット3の覆土は暗褐

色粘質土 (2層)が平面円形に堆積しており、柱根の可能性が考えられる。ピット7は底面に凹凸があり、

不整形であることから木の根の影響を受けた可能性がある。床面外からはビット506・ 809010の 5基

が検出されたが、ビット9は検出面から50cmと深 く、形状・規模も本跡ビットに類似するが、覆土の 3

層に締まりがなく、また、ビット10は底面が先細 りとなり、いずれも木の根の可能性が高いものである。

他にビット5・ 6・ 8はいずれも床面硬化の弱い範囲から検出されたものであるが、位置的には本跡の範囲

内と考えられることから、ビット6・ 8は出入り回あるいは埋甕埋設ビットに関係するものと判断される。

ピット5は遺物の出土もあることから補助柱穴的な役割を持ったものと解釈される。ビット608の覆土

はロームブロックを混在する埋め戻し土である。おそらく埋甕を埋設したものか出入り口に関わるものと

考えられる。
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第 23図  5号住居跡 出土遺物
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埋甕はそれ自体検出されなかったが、主柱穴ビット4か らは口縁部と底部を欠いた小型の深鉢甕 (第

21図 l PL)が逆位で 1個体出土している。土器内部の覆土はビット覆土の 2層 と同じである。出入り口

にあたると考えられるビット608の 内部から土器の小破片が出土していることから、埋甕の可能性が考

えられる。

遺物出土状況は、土器・石器の他、土偶 (第 51図 l PL)の 頭部破片が 1点出土した。遺物は上層 (102層 )

精査時から多量に出土し、406層からも土器片が均一に出土した。406層内出土の遺物平面分布は炉周

辺が比較的多い。また、自然角・円礫が床面よりやや上の覆土中の炉周辺から南西にかけて散在していた。

土偶頭部は炉東北脇の 6層内から出土している (出土地点は図示できなかった)。 土器・石器ともに分布

に際立った偏在性は認められない61の土器がピット4の際で出土している。

出土遺物

1は胴部下半は細線文、上半は沈線による綾杉文を地文としその上に縦位に波状の隆帯が貝占付けられて

いる。2は口縁部の隆帯による渦巻文。2～ 50708010011014～ 16は沈線文・綾杉文を隆帯によって

区画した土器片。その中で、5は縦位隆帯が口縁部に施文されたもので、1よ り古い 1期 に該当する。9

は下伊那によく見られ、綾杉文の地文の上に扁平で幅のある隆帯が横位に貼付けられている。

21は細い隆帯に区画された中をソウメン状の隆帯で充填している。垂下する肋骨文と水平方向の隆帯に

よって区画されている。

出土した土層は4050709010015018が 床面ないしは4層。8は炉跡出土である。時期的にばらつ

きが感じられるが、Ⅱ期 (三上編年)と考えられる。

新 6号住居跡 (第 24025027図  PL 6 014)

調査区の西寄りR-203グ リッドで確認された。この周辺は遺構の密集域で、7号住居跡が東に隣接し、

南東では 6号土坑と重複関係にあリー部 6号土坑に壊されている。また、旧 6号住居跡を壊している。ま

た、旧 6号住居跡の埋没途中にその痕跡を掘り起こして構築されたものと考えられる。

規模は、推測するところ長軸 (南北)約 4。5m、 短軸 (東西)約 4。2mを測る。検出面からの深さは最

大で約 45cmを 測り、平面形は西・南壁がやや直線的な不整な円形を呈するものと考えられる。主軸方向

は柱穴の配置と炉の位置から南西に入り口を持つものと考えると、N-46° ―Eの方向が想定される。

覆土は上層に褐灰色土、下層にローム粒子を含む褐灰色土が堆積し、北倶1の一部に灰白色土が分布する。

その下は非常に締まっていて堅い褐灰色土である。この内、1層 は自然埋没土の可能性があり、2層 は人

為的に埋められた土層の可能性がある。灰白色土はどのような経緯で本跡覆土中に入り込んだか不明であ

るが、ロームだとしてもかなり下層深い地点の所産であり、新 6号住居跡の構築にあたって壁などに貼 り

付けられたものか、近接した地点の深さのある土坑が掘削された際に掘り出され住居跡内に持ち込まれた

ものと考えることが出来る。

壁や床の詳細なところは不明であるが、床面は旧住居跡床面をあまり深く掘り起こさず、掘削面を平坦

に整形した程度のものと思われる。

壁は東半分近くは切 り合いのため調査時点では明確にできなっかたが、他の遺構の形態や旧 6号住居跡

の壁面から考えて、ほぼ垂直に近い角度で立ち上がっていたものと考えられる。

炉は石組み炉で、自然の扁平礫を用いて構築されている。1辺約 50cmの方形に組まれたものである。

掘り込みは浅く、炉の規模は比較的小規模である。炉中央部は浅い窪み状となり、底面は被熱により赤化

している。掘り形の平面形状は隅丸の方形である。炉の覆土は 1層が炭化物を少量混ぜる粘質土で、2層

は焼土・炭化物粒子を多く含む粘質土であり、人為的な埋め戻しは感じられない。3層はロームブロック
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A
○_630。 200m

(Pitレベル629。 900m)

0    (1:40)     lm

住居跡  1,灰黄褐色 粘質土。しまり不良。
2,灰黄褐色
2',灰黄褐色 ローム粒やや多い。
3,灰黄褐色 ローム (粘土?)
4,灰黄褐色 粘質土。
5,灰黄褐色 粘質土。かたくしまる。

Ｐ９
ｂ

一 。一
○一―-629,800m

b

―
○

lm

1,にぶい黄褐色
1,灰黄褐色
2,灰黄褐色
3,に ぶい黄褐色
1,灰黄褐色
1,灰黄褐色
1,灰黄褐色

第 24図 新 6号住居跡

を多量に混入する炉構築時に埋め戻された土層である。

出土遺物

1は左撚 りの無節縄文を地文とし、胴部に渦巻きが施される。 2は隆帯と沈線で渦巻きが施文されてい

る。 4は渦巻き状の隆帯で凹みに刻み目が施される。 5は縦位の隆帯で地文に刺突が施されている。8は

無文の底部片である。縄文の痕跡と思われるものが見られるが摩耗が著しく、判然としない。10は無文

(1:60)

―-34-―



И
ヽ
■
―

G面

1,にぶい黄褐色 粘質土。炭粒少含。
2,灰黄褐色粘質土 焼土粒、炭粒散在。
3,灰黄褐色粘質土 指頭大ロー|フ

゛
ツロク少含。

※1～ 3層はロームフ
゛
ッロクの合み方で分層、

1<2<3層 、特に2、 3層は多い。

(1:20)

第 25図 新 6号住居跡 炉跡

の縄文上に縦位沈線が施され、胴部中位には水平方向のの隆帯が 1条観察される。 1の土器からⅢ期もし

くはⅣ期の初期か。

旧 6号住居跡 (第 26027図 PL 6・ 14)

新 6号住居跡と重複関係にあり、新住居跡にほとんどが破壊されている。南東部ではわずかに 6号土坑

に切られている。

規模は長軸 (東西)5。 lm、 短軸 (南北)4.8mを 測る。検出面から床面までの深さは最大で約 45cmを 測る。

平面形は柱穴 (ビ ット104)周辺が角張るやや不整な円形 (5角形 ?)で、床面については、新しく立て

替えられた新 6号住居跡の掘り形などの影響もあまり受けていないことから、新旧住居跡の床面のレベル

は殆ど同じであったといえる。主軸方向は柱穴などの施設から、入り回は南西に位置するものと考えられ、

炉跡との関係からN中 12° ‥Eと なる。

炉については、新 6号住居跡構築時の掘削のため残存度は低い。本来は石組みの炉であったと考えられ

るが、礫が部分的に残るのみで、ほとんどの石は住居跡廃絶時か新住居跡構築時に除去されたものと思わ

れる。炉の掘 り形の規模は東西約 1。 lm、 南北約 1.2mを測り、焼土の範囲は約 80cm四 方の方形となる。

断面形は「V」 字状を呈し、底面までの深さは 60cm前後の深さを測る。石組みは残存していないが、炉

の上縁部に配置されていたものと思われ、炉の底部は石組みがあったと思われる箇所から斜めに掘り込ま

れて中央が浅い溝状となる。その壁や底面などの内部は非常によく焼けており、地山のロームは被熱のた

め赤化が著しい。また、炉の覆土は大部分が焼土・炭化物を含んでおらず人為的な埋め戻しが想定される。

埋甕 (第 27図 9 PL)は 本跡南寄リビット304を結ぶ線上の中央のビット6の土器が該当するものと

考えられるが、位置的にはほぼ間違いないものと思われる。

出土遺物で図化できたのは 9のみ

H面
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:_63Q200m a     Pl      b
O―       一―o

B

※覆土の土層は6号新住居を参照 0 (l :60) 2m

629.800m

629.800m

旧 6号住居跡
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P2     b
― ○

a     P3     b
O―      ― ○
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ヽ
上
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a       P4
0-

1,暗黄褐色土
2,黄褐色土 締まりあり。

(Pitレ ベル6291900m)

0     (1:40)     lm

b
― ○

0        (1:30)        lm

1,灰黄褐色 粘質土。ローム粒少含、ややしまり不良。
2,灰黄褐色 粘質土しまる。焼度粒、炭粒少含。口‐ム粒 lcm大少含。
3,灰黄褐色  同上、ロームフ

゛
ロック多含 (2cm大多)

4,灰黄褐色 粘質土。焼土粒、炭粒多含。
5,褐灰色  粘質土。ローム粒多含 (堀方)

弗 26図



7

10cm

第 27図 新 0旧 6号住居跡 出土遺物

7号住居跡 (第 28029030図  PL 7 015)

調査区中央部のやや西寄りの R…3グ リッドに位置する。新旧 6号住居跡の西側に隣接し、南西部では 6

号土坑に切られ、北西部では 7号土坑が入子状に入り壊されている。

規模は長軸 (南北)4.lm、 短軸 (東西)3。 9m、 検出面から床面までの深さは最大で約 60cmを 測る。

主軸は南側を入 り回と考えて N… 8° ―Wと 記録される。平面形は柱穴周辺がやや角張り、南壁中央部がや

や突出した円形を呈する。
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E
o-630。 200m

F

8   10

L630.200m

30.100m

Pl l灰褐色粘土
2褐色粘土ローム

3褐色粘土ローム

4褐色ローム主体梶

5褐色ソフトローム層

P2 1にぶい黄褐色

2灰褐色粘土

3にぶい黄褐色

4褐色ソフトローム層
P3 1灰黄褐色
2にぶい黄褐色
P4 1にぶい黄褐色
2灰黄褐色

P5(埋甕)1灰褐色
2灰黄褐色

日
〇
〇
０

．〇
∞
０

１
１
１
０Ｏ

(1:60)

1,にぶい黄褐色
2,灰黄褐色粘土質
3,灰黄褐色  2層 より炭化物やや多く含む
4,にぶい黄褐色粘質土。炭化物少量含む。

:1羹危雪
質土 炭化物・炭化材少、焼土粒子が散在

:

7,褐色ローム

8,暗褐色土  炭化物粒・ローム粒・焼土粒共に少量混入
9,褐色ローム
10,灰黄褐色土
11,暗黄褐色土
12,黄褐色ローム
13,黒褐色土
14,赤褐色焼土 焼土主体層

o――-629。 700m

○ 一

b

一 o629.800m 629。 800m

P4

a      b
O一  一〇629.700m

讚

K07

lm

b
一―一〇

P5(1:20)

a        b
o―        一―o629。 700m

2

0     (1:40)

第 28図  7号住居跡

覆土の概略は最上位にⅢ層のソフトロームが載り、中位に褐灰色土、下位に炭化物・炭化材を大量に残

す黒褐色土がある。l層 は基本土層のⅢ層に由来するものであり、203層 は黄褐色ロームをブロック状に

混合することから人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。当層が住居の焼失に関わるものか、壁あるい

は土屋根の崩落によるものなのかは判断できない。5層中に多く見られる炭化材の出土状況は、北側と東

側に特に顕著であるが、いずれも短く小規模なもので形状も判然としないものが多い。北側の壁寄りで検

出されたものと東側の一部のものは住居跡の中央へ向かって放射状を呈しているように見えるが、それ以

外のものは出土状況に規則性は感じられない。
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壁はやや緩やかな立ち上がりで、入り口を除く部分には周溝がめぐっている。周溝は南倶1の入 り回と考

えられる突出部と北側のビット1と ビット2の周辺で途切れる以外は全周している。溝の底部は平坦では

なく、所々に凹凸がある。

床面は黄褐色ロームを基調とした堅固なものである。全体的に南に傾斜している。床面上で確認された

施設には柱穴 3基 (ピ ット102・ 4)、 入 り日付近の性格不明ピット (ピ ット3)、 埋甕 (ビ ット5)が挙

げられる。

柱穴はビット1,204の 3基が該当するが、柱穴の配置を考えると本来は 4本であったが、6号土坑の

重複によって消失したといえる。ピット3は入り口突出部にあることから入り口に関わるものとの見解が

示せる。

炉は床面中央より北側に検出された。石組みで、北 0東・西は大きな平石を用い、南側には細長い礫を

用いている。残存状況はおおむね良好といえる。規模・形状は約 90cmの 方形で、掘り形では隅丸の方形

を呈し深さは約 80cmを 測る。覆土は最上層に住居跡の覆土の 1層 など中位層類似の焼土・炭化材をあま

り含まない土が入 り、その下位には住居跡の覆± 5層 に相当する炭化材・焼土粒子を多く含む土壌となる。

さらにその下方には硬化した火床面がある。そして当炉の特徴として火床面の下には褐色土をはさんで焼

土 (火床)が観察された。2枚の火床が確認されたことから、炉の使用に際して灰の掻出しが行われたこ

とを知ることが出来る。これについて住居跡の建て替えや重複も考えられたが、住居跡内の柱穴の検出状

況などから否定される。

埋甕 (第 30図 l PL15)は ビット5内正位の状態で確認された。埋納以前にはすでに口縁部は破損し

ていたと思われる。

遺物出土状況は破片が少量で、埋甕以外に見るべきものは少ない。

出土遺物

焼失家屋のわりには遺物が少なく、 1と 2以外ほとんど見るべきものが無い。 1は タル形土器でⅡ期か

Ⅲ期に該当するものと考えられる。 2は細線文の地文に縦位の沈線、胴部中位には 2条の水平方向の沈線

とその上には渦巻きを連想させる曲線の一部が観察される。

629。 800m ――-0629。 800m

629。 800m O―

J629。 800m g-629。 800m

(1:30)        lm

第 29図  7号住居跡 炉跡

炉 ※1～5は住居跡覆土
6にぶい赤褐色
7にぶい赤褐色
8赤褐色
9褐色
10褐色
H赤褐色
12褐色

A面
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第 30図  7号住居跡 出土遺物

8号住居跡 (第 31032図  PL 8 015)

調査区の東端 R中809グリッドに位置する。本跡南側は浸食により削られ南壁は残存していない。

規模は長軸約 4.3m、 短軸約 3.6m(推定)、 検出面から床面までの深さは最大で約 38 c mを測る。 (南

側の床面は削平で消失しているが、掘り形の調査で掘り形の範囲が短軸方向に捉えられたことから短軸の

長左はほぼ当時の大きさを示しているものと思われる。)平面形は楕円形で、主軸方向は入 り口を南西に

持つと考えれば N… 60° ―Eと なる。

床は住居跡の南倶1が流失するものの北側の残存状況が良好で、黄褐色ロームを主体として堅く締まって

いる。

ビットは8基確認されている。ビット6は埋甕を伴うもので、ビット8はそれに類似するビットである。

主柱穴の可能性が考えられるビットは1020304で長方形を形作り、規模は東西 2.5～ 2。8m、 南北 1。8～ 2。Om

を測る。ビット1と 7は近接し位置的にも土層の状況も柱穴とするに値するものであるが、ピット7が床

面除去後に検出されたという点からピット1を柱穴とした。ビット5は位置的な問題や土層の状況が調査

区内でよく見られた木根の痕に類似することから、遺構に伴うものか
｀
どうか疑間が残る。

壁は比較的緩やかに立ち上がり、床面の残存する部分の際には周溝がめぐっている。

炉跡は本跡の中央東寄りに位置する。東西約 1。 lm、 南北約 1。lmの不整円形を呈する。礫は残存しな

いが礫が抜き取られた痕跡などが認められることから、本来は石組み炉であったことが考えられる。覆土

では4層 と7層に火床と考えられる硬化した焼土面が確認されている。7号住居跡でも確認されたもので

あり、灰や炭の掻出しを考えることが出来る。炉の利用の仕方を示すものと理解される。
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b
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3_P5_3

(pit tr^\ tv629.100m)

0 (l:a0) lm1,黒褐色粘質土
2,にぶい黄褐色粘土
3,にぶい黄褐色粘土 炭化物少量含む。
4,にぶい黄褐色粘土 ローム粒多。炭化物少量。
5,黄褐ロームフロ゙ック
6,褐色粘土

(1:60)

1,にぶい黄褐色
2,灰黄褐色
3,にぶい黄褐色
1,灰黄褐色
2,灰黄褐色
1,灰黄褐色
1,灰黄褐色
2,にぶい黄褐色
3,にぶい黄褐色

1,灰黄褐色
1,にぶい黄褐色
2,褐色
3,褐灰色
1,にぶい黄褐色
2,褐色
3,褐色
4,黄褐色
1,にぶい褐色
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ヽ

１
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○ ―
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ａ

Ｏ
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ヽ
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o-628.900m b
一―o628。 900m

(1:30)

1,黒褐色
2,黒褐色
3,灰黄褐色
4,灰黄褐色
5,にぶい黄褐色粘土
6,灰褐色
7,焼土
8,灰褐色

lm (1:20)

第 31図  8号住居跡

埋甕は南西佃1の壁際ビット6内でに正位で埋設されていた。また、床面を剥いだ時点で検出されたビッ

ト8には土器片が埋設され、その上に蓋をするように石が置かれていた。

遺物の出土状況は、2の土器は炉の上部から出土している。炉の廃棄状況から炉に伴うものか明確にで

きない。7はビット8か ら自然礫を乗せられた状態で検出された。埋納施設の一種と考えられる。埋甕・

炉の遺物以外は接合関係が弱く覆土の出土量も少ない。

出土遺物

1は タル形土器で埋甕として埋納されていた。中期後半Ⅲ期のに該当する。2は炉下伊那地方によく見

」
　
日〇〇〇．∞∞０
１１
い

-41-



第 32図  8号住居跡 出土遺物

られる連呼文をモチーフとした土器で、地文は無文である。 6は縦位隆帯と横位にはしご状のモチーフを

施文した下伊那に多く見られるものと思われる。隆帯の断面は三角形を呈する。7は波状の隆帯を縦位に

施しその間を彩杉文で充填した深鉢の底部である。底面は打ち欠いた状態で出土している (底部穿孔か)。

本跡の時期は一部古いものが見られるが、1の土器からⅢ期とする。
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土坑

1号土坑 (第 33図 PL 9)

調査区の北西角付近、 1号住居跡の南に隣接 した L-23グ リッドで検出された。規模は長軸 0。96m・ 短

軸 0。73m、 深さ 0。20mを測る。平面形は上縁部・底部ともにやや不整な楕円形を呈する。主軸はほぼ北

を向いており、地形の傾斜にほぼ直交している。壁は底部から緩やかに立ち上がる皿状を呈している。底

面は平坦ではなく、やや凹凸が観察された。覆土は単

層で暗褐のしまり悪いローム混じりの土壌で、粘性は

少なくサラサラした感じである。周囲の土坑状の撹乱 ょ

や倒木痕 0抜根とはやや土壌の趣が異なるため取 り上

げたが、遺物も縄文時代中期の土器小片が少量出土し

たのみで ,時期を判断出来るものではなく、遺構の確

信は低い:
第33図  1号土坑

2号土坑 (第 34図 PL 9)

調査区の東側、 6号住居跡と3号住居跡にはさまれた位置の R…207グリッドで検出された。他の遺構

との重複はなく単独である。規模は長軸 2.03m・ 短軸 1。90m、 深さ 0。97mを測る。平面形は上縁部 0底部

ともに南北方向に若干長い円形である。底面はほぼ平坦でやや硬度があるが、4号・6号・7号に比べる

と硬化度は低い。壁はその底部から急激な角度で立ち上がり上縁部に至る。短軸の傾斜に比べ長軸の傾斜

の方がいくぶん緩やかである。全体の形状は筒形を思わせる円筒形である。

覆土と石組みについて :覆土は 4層に分層された。底部にはほぼ均一の厚さで堅く締まった炭化物・炭化

財を多 く含んだ黄褐色粘質土の 4層があり、その上にはロームブロックを含む 302層 6最上部には窪地

として残存 した部分に堆積したと考えられるにぶい黄褐色土がのうている。最下層の 4層 は 4号・6号・

7号土坑にも認められた土層であり、土坑の使用時に施設の一部として、あるいは埋納時に何らかの行為

の結果として入った可能性が考えられる。中位土層の 203層 にはロームブロックが認められることなど

から人為的な埋め戻しの

可能性が高 く、2層 中に

は石組みが構築されてい

る。1層 は窪地として残

存したところに流入した

自然堆積土の可能性が高

い。

埋土中に見つかった石

組みは長さのある円礫を

「コ」の字状に配したも

のであり、その内部を半

裁した結果では焼けた痕

跡・炭化物など何も認め

られなかった。焼土が含

A         B
O-359。400rn     

―
○

0      (1:40)

Ａ

ｏ

A
○
-629.800]m

A
○
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ｐ
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にぶい黄褐色  粘質土。しまる。
暗灰黄色粘質土 炭化物片少含。
暗灰黄色粘質土 ロームフ

゛
ロック少含。

灰黄褐色粘質土 炭化物 0炭化材多含。

o   (1:40)   lm
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まれないことから炉跡の可能性は低 く、何らかの祭祀か、通常の調査では認めることの出来ない物質が残

存していた可能性もあるが、具体的な性格は不明である。本跡と類似した遺構に 6号土坑があげられる。

3号土坑 (第 35図 PL 9)

調査区のやや東寄り、3号住居跡の北東に近接した R-7グ リッドで確認された。重複関係はなく、単独

である。規模は長軸 1.65m・ 短軸 1。40m、 深さ 0。85mを 測る。底面はやや角張った円形を呈し、平坦で

ロームを敲き締めた床となり、硬化は顕著であった。底面中央部に自然円礫が出土したが、本跡とのかか

わりは不明である。壁は北側で垂直もしくは急激に外傾する。部分的にフラスコ状を呈する箇所があり、

覆土の 4層が壁面の崩落と考えればフラスコ形状の可能性がある。これら本跡の規模や形状から、集落に

隣接した貯蔵穴の可能性が考えられる。

覆土は 5層に分層された。l層 は遺跡を包含する褐色ソフトロームであり、遺構壁面との分層はカーボ

ン粒子の量で判断したが微妙であった。2層 は 3～ 5cm大 の黄褐色ロームブロックを多量に含む粘土混
在層で、3層 はカーボン粒子と 1～ 5cm大 の黄褐色ロームブロックが均一に含まれた粘土層である。4

層はカーボン粒子を少量混入したローム主体層、5層は粘土締まりの非常に強いローム小ブロック混在粘

土層である。20304層 におけるロームブロックの混入度合からこれらの覆土が埋め戻し土と捉えられ、

4層は壁崩落土とされる。つまり、本跡の 2～ 5層は人為的な埋め戻しで、1層が自然堆積土となる。出

土遺物は 2・ 3層から土器の小片・黒曜石片など他の層より比較的多 く出土しているが、203層 は埋め戻

し土と捉えられるので、本跡に直接帰属する遺物は無いと考えられる。

隣接 して位置する 2

号 04号・6号・7号土

坑と同時期に構築され

た遺構と判断される。6

号・7号土坑の検出状

況および出土遺物が住

居跡より新 しいと判断

されることから、本跡

も縄文時代中期後半に

位置づけられるものと

判断される。

4号土坑 (第 36037図  PL10 0 15)

調査区の東端、7号住居跡と8号住居跡にはさまれた R-3グ リッドに位置する。他の遺構との重複関係

はなく、単独である。周囲には形状の類似する 3号・6号 07号土坑があり、調査区内の遺構全体を見ると、

これらの土坑と関連をもちながら群を形成しているように見受けられる。規模は長軸 1。60m・短軸 1.54m、

深さ 1。24mを 測る。平面形は上縁部はやや不整な円形、底部の平面形はほぼ円形、全体的に円筒形を思

わせる形状を呈している。壁はやや凹凸を持ちながらも直角に近い急角度で掘り込まれている。

覆土は大きく4層 に分層される。1層 は、炭化物粒子を少量と小ロームブロックを多量混入するあまり

締まりのない覆土である。l層の土坑上縁部と同じく1層の底面で同一個体のほぼ完形な土器が出土して

いる。1層底面では口縁部・胴部が、上縁部からは底部・胴部が出土していることから、1層が埋まる過

程の中で何らかの理由で倒立するような形で埋没したことがうかがえる。中位の 203層 はローム粒子を

1,褐色
2,にぶい黄褐色ローム
3,にぶい黄褐色ローム
4,黄褐色
5,褐色粘土

第35図  3号土坑

ソフトロ_ム主体層。
粘土混在層。
黄褐ローム小デロック多量。
ソフトローム主体層。
ロームデロック均一に混入。
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A
○
―
630.000m

A
○___630.000m

B
――一〇

(1:40)

1,暗灰黄色粘質土 粘質土。炭化物片少含。デロック土の混成。
2,オ リーブ褐色  103層 よりやや明るい。土質は、1層に同じ。
3,暗灰黄色粘質土 かなりしまる。炭化物片少含。
4,灰黄褐色    かなりしまった褐灰色±。

第36図  4号土坑

含むやや締まった層である。最下層 4層

にほぼ均―に分布する非常に堅く締まっ

た褐灰色の土層が認められる。土坑中央

の 4層の直上前後で平石が出土している

が、同様の例は 7号土坑でも認められ、

何らかの施設の一部あるいは行為の結果

もたらされたものと考えられる。つまり、

土坑最下層の 4層 は土坑使用時の所産

であり、その後、203層 が堆積 し、最

後に窪地として残存した時に土器が廃棄

されるとともに 1層が堆積したと考える

ことも出来る。規模・形状から、縄文時

代中期後葉の貯蔵穴の可能性が考えられ

る。

5号土坑 (第 39図 PL10)

調査区西寄りの傾斜地 Q-9グリッドに

位置する。重複関係はなく、単独である。

規模は長軸 1。23m・短軸 1。05m、 深さ 0.44

mを測る。平面形は上縁部で楕円形を呈

するが、中央部は卵形に落ち込んでいる。

壁は東側が急傾斜で、西側が緩く掘り込

まれている。底面は橋鉢状で平坦ではな

い。

覆土は 2層 に分層された。l層 は力T

ボン粒子・ローム粒子を混入する暗褐色

粘土層で、2層は褐色ソフトローム層で

ある。遺物は 1層中から小角礫・円礫が

第 37図  4号土拡 遺物

A
○____628。 0001n

B
―
○

1,暗褐色粘土 かホ゛ン10%混在。ローム粒混入。
2,褐色    褐色ローム主体層。かホ゛ン少量混入。
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出土し、土器片が散在していた。2層からの出土はない。2層は遺跡全体 (遺構確認面より上に堆積 している)

に広がる褐色ソフトローム層で、遺物を伴う覆土が上部に堆積していることから、本遺跡の集落にかかわ

る遺構群より新しく築かれたものと考えられるが詳細な時期は不明である。

6号土坑 (第 39図 PL10 0 11)

調査区の東端での R-3グ リッドに位置する。7号住居跡と重複し6号住居跡と接している。土層の観察

から本跡が 7号住居跡の床面を壊していることが観察された。6号住居跡との関係では接点が小さいもの

の、6号住居跡の壁の観察から本跡が 6号住居跡を壊していることが判明した。以上のことから、本跡は

6号 07号住居跡より新しいことが確認された6規模は長軸 2.40m・ 短軸 2.30m、 深さ 1。34mを測る。平

面形は北側がやや張り出した円形を呈し、壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、壁直下の底部は角張 り底面は平坦

である。全体的な形状は円筒形を呈する。底面は非常に堅いが、底面の位置する深さには非常に堅いロー

ム層が広がっており、人為的に敲き締められた結果硬度を増したのかローム層の硬度なのかは判断できな

かった。

И
ヽ
上
―

仁 638■鵡

E
O――-630。3001n

B
―
○

%
SB07)
彩

C
O-630。 300rn

ｎ
ν
ｏ
一

F
――一〇

1,にぶい黄褐色粘質土 しまり不良。小ローム粒含
2,灰黄褐色粘質土  しまり不良。ややしまる。
2与 灰黄褐色粘質土  しまりやや良好。ローム粒少含。
3,にボい黄褐色粘質土 しまり良好。1～5cm大。ロームフ

゛
ロック少含。炭化物散在。

4,灰黄褐色粘質土  しまり良好。1～5cm大。ロームフ゛ロック含。炭化物散在。
5,灰黄褐色粘質土  ローム粒少含。炭片含。ロームデロック少含
6,褐灰色粘質土

第 39図  6号土坑
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硬くしまる。ロニム粒多含。炭粒少含。



覆土は 6層に分層された。大きくは 4つ に分類できる。底面上には 4号・7号土坑同様堅く締まった褐

灰色土が均一に堅さで堆積している。その上にはロームブロックを含む人為的な埋め戻しと思われる 5～

3層が認められる。3層上には石組みがあり、その上にはあまり締まりのない 2層がのっている。この 2

層もわずかながらローム粒子を含んでおり、人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。1層 に関しては 2

層よりさらに締まりがなく、ロームブロックを混入することから他の 2層同様、人為的な埋め戻しが考え

られる。3層上面に設けられた石組みは 3本の自然礫と1本の石棒 (第図 PL)を用い、住居跡の石組み

の炉といっても過言ではないほど類似した形状・規模である。それら4本の礫を除去した後、石組みの下

を半裁し観察した結果、覆土に本来的に混入していたと思われる炭化物等が散在しているのは認められた

が、通常住居跡の炉に見られるような焼土・炭化物、硬化面などは認められなかった。l層 中にも自然礫

が数点確認されたが、人為的に何らかの目的を持って廃棄されたかどうかは不明 (人為的な印象は少ない)

である。また、下位の土層からは7号住居跡の覆土から崩落したと考えられる炭化物・炭化材が認められた。

7号土坑 (第 40図 PLll)

調査区の北東端の R‐3グ リッド

に位置する。7号住居跡 と重複す

る。本跡は 7号住居跡の中に完全

に入子状になっていたため、調査  A
○

中は住居跡の床面確認時まで気づ 6B07炉 )

かずに土坑上半を破壊 してしまっ

た。新旧の重複関係は本跡部分で

7号住居跡の床や炭化材が見 られ

なかったことから、本跡の方が新

しいと考えられる。規模は長軸 1。50

mO短軸 1.43m、 深さ 1。30mを測る。

平面形は上端部は 7号住居跡の調

査時に壊されているため不明であ

A
○一一-630.300rn

ロームフ
゛
ロック。炭粒 0焼土粒(SB07の もの ?)混在。

ソフトローム主体層。炭粒ほとんどなし。
明黄褐色ロームプロック
ソフトローム主体層。しまり弱い。
黄褐色ローム小デロック混入、しまり良好。

0   (140)    lm

B
―
○

1,に ぶい黄褐色
2,黄褐色
3,褐色粘土
4,褐色
5,灰黄褐色粘土

第40図  7号土坑

るが、残存部分からほぼ円形であったことがうかがわれる。底面はほぼ平坦で、壁は底部の角から急激に

内側に張り出しながら立ち上がり、中位からは上縁端部にかけてやや広がるようであるが、上部は推測の

域を出ない。いわゆる、
―
フラスコ状を呈するものと思われる。

覆土は粘性と締まりが強く、黄褐色のロームをブロック状に混入し、焼土粒子・炭化物粒子を少量混ぜ

た土層で、底面に対しほぼ水平に堆積している。2層 と4層はローム層が主体となって構成されているこ

とから壁面の崩落によるものか、あるいは人為的なものの可能性が考えられる。1層 はロームブロックを

混入することから人為的な埋め戻しが想定される。また、1層 中に炭化材や炭化物粒子を含むのは、7号

住居跡の覆土のものと考えられる。出土遺物はごく小量なため時期を決定するまでには至らない。あえて

覆土の様子から縄文時代中期と考えられる。

錮

魏
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第 3節 土偶・土製品 (第 53図 PL20

1～ 3は頭部である。 1は 5号住居跡の覆土から出土している。頭頂部は扁平で中央がやや盛 り上がっ

ている。頭髪を思わせる沈線が観察される。2は 4号住居跡の覆土からの出土で、1に比べやや丸身を持つ。

頭髪を思わせる沈線は棒状工具の連続押し引きにより施されている。 3は遺構外出土。頭髪は細い隆帯と

沈線の組み合わせで施されている。 1～ 3の うち中空が認められたのは 3のみであるが、爪楊枝程の細い

棒の痕跡が認められるのみである。 4は胴部の主に腹部片である。 3号住居跡の床面に近い覆土から出土

している。 5は腹部から臀部にかけての破片で、遺構外の出土である。 6は臀部片で 8号住居跡の 2層か

ら出土している。 7は胸部から腹部にかけての胴部片で 4号住居跡から出土している。左側の乳房は剥落

している。 809は足部で両者とも右足部である。 8は 3号住居跡の床面上の覆土出土で外側のくるぶし
部分に沈線状の凹みが認められる。 9は両くるぶし部分に縦位の隆帯が施されている。遺構外の出土であ

る。中空部分が認められるのは頭部の 3以外では7と 9のみであった。

土製品では土錘が 3号住居跡から1点出土している。

第 4節 石器・石製品 (第 41～ 52図 PL16～ 20

磨製石斧 (1～ 14)

1～ 5は定角式、 6～ 10は乳棒状の磨製石斧である。 1は蛇紋岩製である。非常に丁寧に研磨されて

おり、全体に擦痕が観察される。刃部の破損後も使用されており、破損面の磨耗・裏面の刃先の擦痕が顕

著である。 2は緑色片岩製である。刃部欠損後も研磨を施しており、また扶 り状の部分には微細剥離痕が

見受けられ、再利用されたと考えられる。 304は刃部を欠損している。全体は丁寧に研磨されており、
擦痕も顕著である。破損後の再利用は認められない。頭部は稜を作出している。 3は粘板岩製、 4は緑色

片岩製である。 5は粘板岩製で、偏刃である。丁寧に研磨されており、頭部は稜を作出している。刃部に

は微細剥離痕が見受けられる。 6は凝灰岩製であり、基部を欠損している。折れ面・両傾1辺・表面中央部

には敲打痕が顕著に見受けられ、破損後は敲石として使用されたと思われる。刃先にも敲打痕や剥離状痕

が見受けられる。 7は緑色片岩製であり、棒状礫を素材としている。表面・両側辺には成形過程における

敲打痕が顕著であり、整形の研磨は刃部付近のみに施している。刃部は欠損しており、上下両端に敲打痕

が見受けられることから、破損後は敲石として再利用されたと考えられる。 8は成形における敲打痕が顕

著であり、研磨は実測図表面の下部と裏面に施されている。刃部を欠損しており、先端に敲打によるつぶ

れが見受けられる。ホルンフェルス製である。 9はホルンフェルス製であり、刃部を欠損している。成形

における敲打痕が顕著であり、表裏面には研磨による平坦な面が見受けられる。折れ面は磨耗が観察され、

破損後は磨石として再利用されたと考えられる。10は砂岩製であるが、全体の風化が顕著である。基部を

欠損している。11は節理で縦割れをおこし裏面を欠損している。欠損後、両側辺と上部に調整剥離を施し

ている。表面は研磨が顕著であり、刃部には擦痕が見受けられる。緑色片岩製である。12013は 扁平な礫

を素材としている。両倶1辺には敲打痕が見受けられる。12は砂岩製で、13は凝灰岩製である。14は凝灰

岩製であり、刃部を欠損している。両側辺には成形における敲打痕が顕著であり、表裏面は研磨されている。

裏面上部には両側辺とは色の異なる敲打痕が見受けられ、破損後の再利用であると考えられる。

打製石斧 (15～ 56)

打製石斧は考古学で一般に使用されている形態では、15～ 45が短冊形t46～ 54が撥形、55056は欠

損のため不明である。本遺跡ではさらに次の分類を試みた。 1。 側辺の加工において、ハー ドハンマーを
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用いて垂直打撃を施し刃潰し状の側辺を作出しているもの (15～ 18)。 2.表裏面からの整形剥離の後、

側辺に敲打を施した痕が顕著なもの (19～ 21046)。 3。 倶1辺 につぶれ状の磨耗が見られるもの (22～

36047～ 50)。 4。 表裏面からの整形剥離によって側辺の稜がはっきりしているもの (37～ 45051～ 54)

である。全体的に成形・整形・刃部加工はハードハンマーによる直接打撃で施されている。

15は砂岩製の扁平な礫を素材としている。刃部は使用によると思われる磨耗が見受けられる。表裏面

においても広い範囲で磨耗が観察される。垂直打撃による剥離と着柄によると思われる稜のつぶれが見受

けられる。16は砂岩製の横長剥片を素材としている。形状は細身で左側辺に内湾しており、垂直打撃は主

に左側辺に施している。17は砂岩製の横長剥片を素材としており、刃部を欠損している。非常に肉厚であ

り、完形はかなり大形で重量のある石斧であろうと推測できる。18は粗粒砂岩製の横長剥片を素材として

いる。刃部・基部に磨耗が見受けられる。19は砂岩製の扁平礫を素材としている。刃先には使用による微

細剥離痕と敲打痕が、表裏面には広い範囲で磨耗が見受けられる。20は粗粒砂岩製の横長剥片を素材とし

ており、刃部を欠損している。21は砂岩製の剥片を素材としており、表裏面において広く磨耗が見受けら

れる。敲打痕は右倶1辺の方が集中して施されている。22024は砂岩製の横長剥片を素材としており、基部

を欠損している。22の刃部は使用による磨耗が見受けられる。23は凝灰岩製の横長剥片を素材としてお

り、刃先に磨耗が見受けられる。25は凝灰岩製の横長剥片を素材としている。刃先に微細剥離痕が見受け

られ、主に基部の表裏面の稜線が磨耗している。26035は砂岩製の扁平礫を素材とし表裏面の広い範囲で

磨耗が見受けられる。27030は粗粒砂岩製の横長剥片を素材としており、基部を欠損している。28は凝

灰岩製の横長剥片を素材としており、刃部を節理で欠損している。基部は表裏面で磨耗が見受けられる。

29は砂岩製の扁平な礫を素材とし、刃部を欠損しているが、完形は小形な石斧と推定される。31は凝灰

岩製の横長剥片を素材としており、刃部の使用による擦痕・磨耗が顕著に見受けられる。32034は砂岩製

の剥片を素材としており、刃部に擦痕・磨耗が観察される。34は裏面の磨耗が顕著である。33は緑色片

岩製の剥片を素材としており、刃部と表面に磨耗が見受けられる。36は砂岩製の剥片を素材としており、

基部を欠損している。表面は原礫面であり、成形加工の剥離は見受けられない。完形は比較的大形と推定

される。37046は砂岩製であり、刃部は使用による擦痕・磨耗が顕著である。38は礫岩製の横長剥片を

素材としており、丁寧に整形加工を施している。39は砂岩製の横長剥片を素材としており、基部を欠損し

ている。刃部には磨耗が顕著に見受けられる。41042は粗粒砂岩製であり、刃先に微細剥離痕が見受けら

れる。43は砂岩製の横長剥片を素材としており、偏刃である。表面・刃部には磨耗が顕著に見受けられる。

44は砂岩製、45は緑色片岩製であり、刃部を欠損している。47049053054は砂岩製であり、刃先には

微細剥離痕が見受けられる。48は ホルンフェルス製の横長剥片を素材としており、風化が著しい。50051

は横長剥片を素材としており、基部を欠損している。50は表裏面の稜線、51は刃部の磨耗が見受けられる。

52は粗粒砂岩製であり、基部を欠損している。55056は砂岩製の剥片を素材としており、基部を欠損して

いる。表面には敲打痕が見受けられ、破損後の再利用が考えられる。

横刃型石器 (57γ 99)

横刃型石器は中部高地の中期の遺跡で多量に見出される石器であるが、本遺跡においても多量に出土し

た。本遺跡における形態分類は、形状での分類ではなく、調整による分類を試みた。1。 横長剥片を素材とし、

左右側辺の一方、もしくは両方から背面の原礫面に一打撃を行っているもの (57～ 63)。 2。 横長剥片を

素材とし、左右倶1辺の一方、もしくは両方に扶 り状の剥離を施しているもの (64～ 66)。 3。 素材剥片に

厚みがあり、上部の厚みを調整によって除いているもの。ただし、素材矛1片剥離前の剥離と区別の
つかな

いものは含めない (67～ 74)。 4。 刃部の厚みを調整によって除いているもの (75～ 84)。 5。 全周にわた

って調整を施しているもの (85～ 90)。 6。 ほとんど調整を行わず、素材剥片の鋭い辺を刃部にしている
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もの (91～ 97)である。

57～ 63は砂岩製の横長剥片を素材としている。57059～ 62は右側辺、58は左側辺、63は両側辺から、

素材剥片を剥離した後に表面の原礫面に一打撃を加えている。60061以外は全周にわたって調整を施して

いる。57059～ 61063は刃部に微細剥離痕が見受けられる。64～ 66は砂岩製の横長剥片を素材としている。

64は両側辺の裏面に、65は左側辺の表面に、66は右側辺の裏面に決 り状の剥離を施している。刃部に微

細剥離痕が見受けられ、65に は擦痕も観察される。67γ 71・ 73074は砂岩製の横長剥片を、72は砂岩製

の扁平礫を素材としている。67072は主に表面の原礫面の上部を、後は裏面の上部を調整し厚みを除いて

いると考えられる。69～ 71073074は刃部に微細剥離痕が見受けられる。75～ 84は横長剥片を素材と

している。刃部の調整は、75～ 78083は表裏両面に、79～ 82084は主に裏面に施している。77の上部

の調整は素材剥片を剥離する以前の剥離の可能性も考えられる為、分類 3か ら除いた879080082～ 84

は刃部に微細剥離痕が見受けられ、83は表面刃部に、84は裏面に磨耗が観察される。81は風化が著しい。

75～ 78080082083は 砂岩製、79は凝灰岩製、81はホルンフェルス製、84は粘板岩製である。85～ 90

は砂岩製の横長剥片を素材としている。85～ 89は裏面、90は表裏両面のほぼ全周にわたって調整を施し

ている。85～ 89は微細剥離痕が見受けられる。91～ 97は横長剥片を素材としている。91～ 96は刃部に

微細剥離痕が見受けられ、96は裏面に磨耗が観察される。93は風化が著しい。91092094097は 砂岩製、

93096は粘板岩製、95は凝灰岩製である。98099は上部を欠損しており、刃部には微細剥離痕が見受け

られる。砂岩製である。

石匙 (100～ 107)

中期以後に中部・関東以西の地域で見られる大形で粗製の縦型の石匙である。1030106は刃部の一部を

欠損している。105は微細剥離痕が見受けられる。106は赤化が著しく、裏面には煤状付着物が観察される。

100～ 1050107は砂岩製、106は珪岩製である。

石鏃 (108～ 112)

すべて黒曜石製である。1080109は凹基であり、脚部を欠損している。調整はソフトハンマーの押圧剥

離で施しているが、109の調整は粗い。110は凹基であり、調整はハー ドハンマーの押圧剥離で粗 く施し

ている。111は平基である。調整はソフトハンマーの押圧剥離で施しているが、粗い。112は先端と脚部

を欠損している。調整はソフトハンマーの押圧剥離で丁寧に施されている。

石錐 (113)上部を欠損している。断面形状は三角形であり、錐部は長い。チャート製である。

挟入石器 (114)黒曜石製の不定形な剥片を素材としている。扶 りは、右側辺は表面側に、左側辺は裏

面側にソフトハンマーの押圧剥離で細部調整を施し作出している。

削器 (115)チ ャ∵ 卜製で、表裏両面から側縁に調整を施し刃部を作出している。左側辺には原礫面を

残置している。

二次加工のある剥片 (1160117)

116は横長剥片を素材としている。裏面には原礫面を残置している。117は不定形剥片を素材としている。

刃部は鋸歯状を呈する。上部には微細剥離痕が見受けられる。 2点 とも黒曜石製である。

凹石 (118～ 124)

1180119は表裏面中央に 2つの凹みが重複している。また全周にわたって敲打痕が見受けられ、また

119は裏面の磨耗が顕著である。1200121は 表面に浅い凹みが見受けられる。磨耗・敲打痕も観察される。

122は表面中央に 2つの凹みが見受けられる。表裏側面は磨耗が顕著であり、裏面には敲打痕も観察される。

123は表裏面中央に浅い凹みが見受けられる。直方体の礫の縁辺に敲打痕が観察される。124は表裏面の
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中央に 2つの凹みが見受けられる。全面が磨耗しており、上下面の敲打痕が顕著である。118～ 122は花

商岩製、123は砂岩製、124は安山岩製である8

敲石 (125～ 1270131)

125は上下面に敲打痕が観察され、全面に擦痕・磨耗が顕著である。126は上下面・表面・右側面の一

部に敲打痕が観察され、擦痕・磨耗も顕著である。127は縁辺・裏面に敲打痕が観察される。凝灰岩製で

ある。131は表裏面に凹みが見受けられ、上下面に敲打痕が観察される。

石皿 (132～ 137)

135はほぼ完形、後は欠損している。136は縁を持たないが、132～ 1350137は縁があり、磨面が明瞭

である。135は三方に縁を持ち、一方は開いている。また、裏面には複数の凹みや敲打痕が見受けられる。

137は擦痕が顕著に観察されることから、石皿の破片を砥石として再利用したと考えられる。

台石 (1380139)138は 使用面が明瞭である。

石錘 (140～ 155)すべて礫の両端に打撃を加え、扶 りを作出した礫石錘であり、比較的、大形である。

154の裏面には炭が付着している。

石棒 (156)有頭の石棒であるが、頭部のくびれは強くない。下部を欠損している。
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図版No. 器種名 形態 石材 刃部加工 整形加工 成形加工 素材技術 素材形態 残存率
長 さ

(mm)
幅

(mm)
厚 さ

(mm)
重量

(g)
出土遺構 石器No.

1 磨製石斧 定角式 蛇紋岩 不明 研磨 不明 不明 不明 完形 104.78 47.85 25.15 217.3 2・ 3層 233

磨製石斧 定角式 粘板岩 不明 研磨 不明 不明 不 明 刃部欠 77.93 38.10 SB05

磨製石斧 定角式 粘板岩 不明 研磨 不明 不明 不明 刃部欠 70.03 29.74 1・ 2層

磨製石斧 定角式 緑色片岩 不明 研磨 不明 不明 不明 刃部欠 (61.46) (21.19) (9.38) SBOl 262

磨製石斧 定角式 粘板岩 不明 研磨 不明 不明 不明 完形 63.93 26.57 SB03

磨製石斧 乳棒 凝灰岩 不明 研磨 敲打 不明 不明 基部欠 109.40 54.15 3681 2・ 3層

磨製石斧 乳棒 緑色片岩 不明 研磨 敲打 適用外 棒状礫 刃部欠 164.07 SBOI S‐3

磨製石斧 乳棒 ホルンフェルス 不明 研磨 敲打 不 明 不明 刃部欠 (126.76) (50.66) (43.14) 2・ 3層

磨製石斧 乳棒 ホルンフェルス 不明 研磨 敲打 不明 不明 刃部欠 (95.02) (50.98) (41.58) 255.8 SB07 S-2

磨製石斧 乳棒 砂岩 不明 研磨 不明 不明 不明 基部欠 (77.61) (58.19) (33.06) 211.5 焼土周辺

磨製石斧 他 緑色片岩 HD 研磨 不明 不明 不明 裏面欠 103.15 37.92 84.3 SB05 S‐ 1

磨製石斧 他 砂岩 な し 研磨 敲打 適用タト 扁平礫 完形 136。 67 SB01 Pitl

磨製石斧 他 凝灰岩 不明 研磨 敲打 適用外 扁平礫 完形 158.36 36.19 20。97 168.3 SB01 S-2

磨製石斧 他 凝灰岩 不明 研磨 敲打 不明 不明 刃部欠 91.54 33.76 107.2 SB06

打製石斧 短冊 1 砂岩 HD HD+HvD HD 適用外 扁平礫 完形 126.37 23.71 179.0 SB03

打製石斧 短冊 1 砂岩 HD HD+HvD HD 不明 横長剥片 完形 116.29 39.71 SK01 268

打製石斧 短冊 l 砂岩 不明 HD+HvD HD 不明 横長剥片 刃部欠 113.62 67.00 32.70 SB07

打製石斧 短冊 1 砂岩 HD HD+HvD HD 不明 横長剥片 完形 91.43 38.37 18.74 73.8 SB03

打製石斧 短冊2 砂岩 HD HD HD 不明 扁平礫 完形 127.22 50.51 21,95 209.6 SB01 1

打製石斧 短冊2 砂 岩 不 明 HD HD 不明 横長剥片 刃部欠 97.45 38。48 77.8 SB07

打製石斧 短冊2 砂 岩 HD HD HD 不明 剥片 完形 119.52 39.38 SBOl

打製石斧 短冊3 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 基部欠 113.06 40。92 1・ 2層 229

打製石斧 短冊3 凝灰岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 124.79 46.94 20。93 1554 SB05 S‐5

打製石斧 短冊3 砂 岩 HD HD HD 不明 横長剥片 右側辺一部欠 97.26 31.96 16.53 57.8 SB06

打製石斧 短冊3 凝灰岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 106.07 14.82 SB08 S-4

打製石斧 短冊3 砂岩 な し HD HD 適用外 扁平礫 完形 l17.28 39.87 21.54 SB05

打製石斧 短冊3 砂 岩 な し HD HD 不明 横長剥片 基部欠 75。90 47.34 45。 1

打製石斧 短冊3 凝灰岩 不明 HD HD 不明 横長剥片 刃部欠 72.52 34.82 SK04

打製石斧 短冊3 砂 岩 不 明 HD HD 適用外 扁平礫 刃部欠 48.41 26.32 SB01

打製石斧 短冊3 砂 岩 HD HD HD 不明 横長剥片 基部欠 97.15 46.49 SK06

打製石斧 短冊3 凝灰岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 97.73
、３５

表土

打製石斧 短冊3 砂 岩 HD HD HD 不明 剥片 完形 105.06 2・ 3層

打製石斧 短冊3 緑色片岩 HD HD HD 不明 剥片 完形 112.49 42.99 12.70 SB01

打製石斧 短冊3 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 157.88 54.38 214.6 2・ 3層

打製石斧 短冊3 砂岩 HD HD HD 適用外 扁平礫 完形 40.62 SB03

打製石斧 短冊3 砂岩 HD HD な し 不明 剥片 基部欠 (113.66) 75.06 21.39 241.8 SB05

打製石斧 短冊4 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 114.39 44.33 112.7 SB05

打製石斧 短冊4 礫岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 127.77 48.35 23.67 197.6 SB01 S‐ 1

打製石斧 短冊4 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 基部欠 100.86 73.6 SB01

打製石斧 短冊4 砂岩 HD HD HD 不 明 横長剥片 完形 108.98 122.6 SB07

打製石斧 短冊4 花商岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 103.56 14.92 79。2 SK02 265

打製石斧 短冊4 砂岩 HD HD HD 不明 剥片 完形 105.70 46.62 23.25 87.9 sBol sL8

打製石斧 短冊4 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 101.55 44.28 SB05

打製石斧 短冊4 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 刃部欠、基部一部欠 SB06

打製石斧 短冊4 緑色片岩 不明 HD な し 不明 剥片 刃部欠 101.71 32.47 SB01 S-15

打製石斧 撥 2 砂岩 HD HD な し 不明 剥片 完形 105,73 49.57 18.56 SK06 232

打製石斧 撥 3 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 119.02 56.73 2・ 3層

打製石斧 撥3 ホルンフェルス HD HD HD 不明 横長剥片 完形 ■ 80 48.66 17.29 SB03

打製石斧 撥3 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 52.74 13.02 SB01

打製石斧 撥3 緑色片岩 HD HD HD 不明 横長景l片 基部欠 104.41 59.72 SB03 S-9

打製石斧 撥 4 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 基部欠 74.03 49.72 17.03 74.0

打製石斧 撥 4 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 91.47 47.34 16.07 SB05

打製石斧 撥4 砂岩 HD HD HD 不明 横長剥片 完形 129.97 22.14 179.6 SB03

打製石斧 撥 4 砂岩 HD HD HD 適用外 扁平礫 完形 127.10 26.06 153.9 東区 3層

打製石斧 不明 砂岩 HD HD HD 不明 剥片 基部欠 83.12 77.81 25.13 194.5 SB05

打製石斧 不明 砂岩 HD HD な し 不明 剥片 基部欠 81.50 84.11 15.42 154.2 遺構外 257
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図版No. 器種名 形態 石材 刃部加工 整形加工 成形加工 素材技術 素材形態 残存率
長 さ

(mm)
幅

(mm)
厚 さ

(mm)
重量

(g)
出土遺構 石器No.

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長景1片 完形 49.70 75.97 SB01

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長剥片 完形 49.02 79.2 SB03

横刃 1 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 78.63 14。 69 SB03 S‐ 8

横刃 1 砂岩 な し HD な し 不明 横長剥片 完形 4671 75.65 10.25

横刃 1 砂岩 な し HD な し 不明 横長景1片 完形 53.32 66.99 8.62 SB05

横刃 1 砂岩 HD HD な し HD 横長剥片 左側辺欠 55。68 78.45 SB01近

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長剥片 完形 85。 19 12.03 65.3 SB03 S-3

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長予1片 完形 59.39 89.24 15.65 59.3 SB03

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 61.65 86.28 15.88 表土

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 81.98 SB01近

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 60.24 21.94 139.0 SB08 Pitl

横刃 砂岩 な し HD な し 不明 横長剥片 完形 42.29 81.19 37.8 SB01 3層

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長剥片 完形 93.04 58.0 SB01 2層

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長剥片 完形 41.33 76。78 10.27

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 40.40 77.35 38.3 排土ほか 250

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 扁平礫 完形 71.33 19.18 SB04

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 78.50 101.15 14.43 SB05 S-4

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長剥片 完形 85.21 52.3 SB03 Pit6

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 108.36 54.73 13.33 92.9 SB06 S-3

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 58.89 91.20 76.8 SB06

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 刃部一部欠 110.98 80.5 SB01 2層

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長剥片 完形 63.97 80.43 15.03 SB03

横刃 凝灰岩 HD な し な し 不明 横長剥片 完形 91.95 12.99 SB03床 下

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 82.22 14.44 SB01近 283

横刃 ホルンフェルス 不 明 不明 な し 不明 横長剥片 完形 56.18 13.33

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 83.42 1322 SB05床 下

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 64.93 1層

横刃 粘板岩 HD な し な し 不明 横長剥片 完形 38.63 76.88 8.26 SB08床 下

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 63.77 87.39 SB06

横刃 砂岩 HP HD な し 不明 横長剥片 完形 59。99 75.68 9.26 SB04 S-2

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 43.50 90.89 表土

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 39.54 7931 36.9 2・ 3層 288

横刃 砂 岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 37.40 57.87 7.13 SB03

横刃 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 62.22 55。 12 11.72 54.4 1・ 2層 258

横刃 砂岩 な し な し な し 不明 横長剥片 完形 55.26 SB01近

横刃 砂岩 な し HD な し 不明 横長剥片 完形 65.62 SB05

横刃 粘板岩 な し 不明 な し 不明 横長剥片 完形 71.18 104.81 21.38 SB07 S‐5

横刃 砂岩 な し な し な し HD 横長景1片 完形 36.60 SB08 140

横刃 凝灰岩 な し HD な し HD 横長剥片 完形 68.69 101.31 20.57 185.2 1・ 2層

横刃 粘板岩 HD HD な し HD 横長剥片 完形 60.84 87.54 11.46 3層 237

横刃 砂岩 な し HD な し 不明 横長剥片 刃部一部欠 75。96 56.3 2・ 3層

横刃 不明 砂岩 な し HD な し 不明 横長剥片 上部欠 50.04 69.36 12.72 SB04 S‐ 10

横刃 不明 砂岩 な し 不明 な し 不明 剥片 上部欠 62.03 SB08西 側

石匙 縦形 砂岩 HD HD+HP な し 不明 横長剥片 完形 65.18 39.15 22.4 SB03 S‐4

石匙 縦形 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 52.84 51.28 SB08西 側

石匙 縦形 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 106.38 56.15 1～ 3層

石匙 縦形 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 刃部欠 92.72 47.26 表土

石匙 縦形 砂岩 HD HD な し 不明 横長剥片 完形 79.53 SB05

石匙 縦形 砂岩 HD HD な し 不明 剥片 完形 89.58 71.32 14.64 2・ 3層

石匙 縦形 珪岩 HD HD HD 不明 剥片 刃部一部欠 76.38 12.95 SB01

107 石匙 縦形 砂岩 HD HD な し 適用外 扁平礫 完形 98.41 37.60 62.6 表土 247

石鏃 凹基 黒曜石 な し 不明 剥片 脚部欠 20.37 15.69 SB01近

石鏃 凹基 黒曜石 な し 不明 剥片 脚部欠 18.66 14.35 SB05 Pit5 275

石鏃 凹基 黒曜石 HP HP な し 不明 剥片 完形 (20.96) 18.07 SB04

石鏃 平基 黒曜石 な し 不明 剥片 一部欠 14.98 表土

石鏃 不明 黒曜石 な し 不明 剥片 断片 (12。96) (12.58) (4.69) 表土
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図版No. 器種名 形態 石材 刃部加工 整形加工 成形加工 素材技術 素材形態 残存率
長 さ

(mm)
幅

(mm)
厚 さ

(mm)
重量

(g)
出土遺構 石器No.

石錐 適用外 チャート な し HP な し 不明 剥片 上部欠 30.03 6.95 SB05

快入石器 適用外 黒曜石 SP な し な し 不明 剥片 完形 27.27 20.37 表土 279

削器 適用外 チャート な し HP な し 不明 剥片 下部欠 19.7 SB05

二次加工のある剥片 適用外 黒曜石 な し HP な し 不明 景1片 完形 28.83 SB06 277

二次加工のある剥片 適用外 黒曜石 な し HP/鋸歯 な し 剥片 完形 27.83 SB06 276

凹石 適用外 花尚岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 94.38 79,32 44.54 465.7 SB05西

凹石 適用外 花向岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 97.21 SB01西

凹石 適用外 花向岩 適用タト 適用外 適用外 適用外 礫 完形 82.24 SB04

凹石 適用外 花商岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 84.32 82.84 52.65 537.6 遺構外 132

凹石 適用外 花商岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 103.95 70.37 36.28 4566 1～ 3層

凹石 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 103.86 74.76 51.28 6608 SB06 Pitl

凹石 適用外 安山岩 適用外 適用外 適用タト 適用外 棒状礫 完形 66.99 732.3 2・ 3層 222

敲石 適用外 凝灰岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 13374 7403 706.0 SB05

敲石 適用外 凝灰岩 適用外 不明 適用外 適用外 礫 完形 117.05 6628 39.86 444.3 SB04 S‐3

敲石 適用外 凝灰岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 142.60 56.53 737.2 SB05

敲打痕のある石器 適用外 砂岩 適用外 HD 適用外 適用タト 扁平礫 完形 63.73 47.88 13.20 53.2 SB01

敲打痕のある石器 適用外 砂岩 適用外 HD 適用外 適用外 扁平礫 完形 57.07 42.09 SB01近 259

敲打痕のある石器 適用外 砂 岩 適用外 HD 適用外 適用外 剥片 完形 47.35 38,72 1。 2層

敲石 適用外 凝灰岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 完形 198.50 53.00 39.00 SK04 S‐ 4

石皿 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 半完形 9.00 686.0 トレンチ 223

石皿 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 半完形 14.50 22.80 SB04 S-9 296

石皿 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 半完形 2880 15.20 4700.0 SB06 S-2

石 皿 適用外 花商岩 適用クト 適用タト 適用外 適用外 礫 半完形 34.70 23.10 11,000.0 SB05 S‐6 292

石皿 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用タト 礫 半完形 SB07 S‐3

石皿 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用タト 礫 半完形 東 トレンチ

台石 適用外 砂岩 適用外 適用タト 適用外 適用タト 礫 半完形 27.50 21.00 6900.0 SB06 S-4

台石 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 礫 半完形 24.00 24000 SB06 S-4

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 57.50 1800 SB03

石錘 適用外 砂岩 適用タト 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 65.50 53.00 14.00 78.0 SB05

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 49.50 29.00 14.00 SB05

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用タト 扁平礫 完形 59.50 48.00 16.00 59.0 SB05

石錘 適用外 粘板岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 44.50 33.50 1150 23.0

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 39.00

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 91.50 78.50 21.00 236.0 SB01

石錘 適用外 花商岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 109.00 97.50 SB05

148 石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 79.00 44.50 遺構外

石錘 適用外 凝灰岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 67.00 SB03 298

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 57.00

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 44.50 53.0 SB05 S‐ 10

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 57.50 56.50 60。7 遺構外

石錘 適用外 砂岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 60.00 37.50 SB03

石錘 適用タト砂岩 適用タト 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 42.00

155 石錘 適用外 砂岩 適用タト 適用外 適用外 適用外 扁平礫 完形 9150 82.00 2050 2080 SB03 S‐6

石棒 適用外 花同岩 適用外 適用外 適用外 適用外 扁平礫 下部欠損 417.00 111.00 89.50 SB06

【属性の説明1 属性表の項目】
・形態 :考古学で一般的に使用されている分類をそのまま記載。
打製石斧は短冊。撥の形態の中で、さらに分類をおこなった。1.側辺の加工において、ハードハンマーを用いて垂直打撃を施し刃潰し状の側辺を作出しているもの。2側辺の敲打痕が顕著なもの。
3側辺につぶれ状の摩耗が見られるもの。4.側辺の縁がはっきりしているもの。例外として横刃は独自の分類を行った。1横長剥片を素材とし、左右側辺の一方、もしくは両方から背面の原礫面に
一打撃を行っている。2.横 長剥片を素材 とし、左右側辺の一方、もしくは両方に快 り状の剥離を施 している。3素材剥片に厚みがあ り、上部の厚みを調整によって除いている。ただし、素羽剥片予1
離前の予l離 と区別のつかないものは含めない。4刃部の厚みを調製によって除いている。5全周にわたって調製を施 している。6ほ とんど調製を行わず、素材予1片 の鋭い辺を刃部にしている。

・ 石材 :岩石学的な名称を使用する。観察は肉眼で行った。
・ 刃部加工 :刃 部を形成するために施された加工のこと。
・整形加工 :素材の縁辺の角度や素材の縁辺を調整する加工のこと。
・成形加工 :厚みを減 らしながら大きくかたちを成形する加工のこと。
・素材技術 :素材を剥がす ときの加工のこと。

三露等髪肇碧算禁具ろ禁ムをあふ災皇11ま菅象な蓋裏9えをあ]l霧写禁E堤霜せ認慎2髯きを整喜撃£|ザ婁髪馨0足畠壇ヌ球怠場魯iょ、完形として記載した。        ｀
【属性の説明2 ローマ字の記号】
記号は「ハンマーの種類」と「打撃の種類」を示し,この順番に記述されている。
・HP:ハ ー ドハンマーの押圧剥離。
。HI:ハ ー ドハンマーの間接打撃。
。HD:ハ ー ドハンマーの直接打撃。
。SP:ソ フ トハンマーの押圧剥離。
。SI:ソ フ トハ ンマーの間接打撃。
。SD:ソ フ トハ ンマーの直接打撃。
。HvD:ハー ドハンマーの垂直打撃
。表中のSBは 住居跡、SKは土拡、Sは石を示す。

第5表 石器属性表 3
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土早4第 一炭化種実一

新山雅広 (パ レオ・ラボ)

丸山遺跡から出土した炭化種実

1。 試料と方法

炭化種実の検討は、試料番号 1～ 37の合計 42試料 (試料番号 11、 14、 26、 34、 35は、各 2試料ずつ含む)

について行った。各試料は、炭化物を主体としており、乾燥状態で袋に保存されたものである。これら試

料を実体顕微鏡下で観察し、炭化種実の同定を行った。なお、試料の時代は、縄文時代中期後半と考えら

れている。

2.出土した炭化種実
｀

全試料で出土した分類群 0部位は、オニグルミ・炭化核、コナラ属・炭化子葉、クリ・炭化子葉、キハダ・

炭化種子、 トチノキ・炭化種子である。これら出土した炭化種実の一覧を表に示した。なお、出土種実の
大半は、破片であったが、完形に換算して 1個分以上に相当すると推定されるものについては、各分類群

の右の欄におよその個数を示した。また、個数の欄が全て空欄になっている試料は、炭化種実として同定

し得るものを全く含んでいなかったものである。以下に、各遺構ごとに出土炭化種実の記載を示す。

SBl(試料 1～ 13):出土したのは、コナラ属、クリ、トチノキであった。クリは多産し、炉 (試料 1、 2)

をはじめとして全体で 15～ 20個程度が出土したと換算される。 トチノキも数試料から得られ、3層では、

3～ 4個分に相当する破片が出土した。コナラ属は、3層 (浮遊)のみで得られた。

SB3(試料 14～ 16):オ ニグルミとクリが僅かに得られた。

SB4(試料 17γ 19):炉 (試料 17)のみからオニグルミが得られた。

SB5(試料 20～ 23):炉 (試料 20)お よび炉内土 (試料 22)か らそれぞれ 1個分に相当するオニグル

ミが得られた。

SB6(試料 24～ 29):オ ニグルミ、コナラ属、クリ、トチノキが出土した。クリが比較的多産し、炉 (試

料 24、 25)、 旧炉 (試料 26)で特に日立った。オニグルミも炉、旧炉で得られたが、いずれも1個分に満

たない少量である。コナラ属は旧炉 (浮遊、試料 27)、 トチノキは旧炉 (試料 26)で僅かに得られた。
SB7(試料 30～ 33):炭化種実は全く含まれていなかった。

SB8(試料 34、 35):オニグルミとキハダが僅かに得られた。

SK2(試料 36、 37):炭化種実は全く含まれていなかった。

3。 考察 |

出土したオニグルミ、コナラ属、クリ、キハダ、 トチノキは概ね落葉広葉樹と言える。これらは、概ね
食用とされる有用植物であり、縄文時代中期後半の食料源の一端であったと考えられる。出土個数からみ

た主なものは、オニグルミ、クリ、トチノキと言えるが、遺構によりこれらの出土状況に違いがみられる。

すなわち、クリを主体とした遺構はSBl(炉ないし炉に関連した位置)お よび SB6、 トチノキを主体とし
た遺構はSBl(2～ 3層 )、 オニグルミを主体とした遺構は SB5であり、その他の遺構は出土個数が少なく、

あまりはっきりとしたことは言えない。オニグルミは、僅かではあっても多くの遺構で出土するのに対し

て、SBlでは全 く出土しないのは特異と言えよう。コナラ属は、SBl・ 3層・浮遊 (試料 12)、 SB6・ 旧炉
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・浮遊 (試料 27)で出土したが、今回の試料からみる限りでは、オニグルミ、クリ、 トチノキに比べ、利
用度は低かったのかもしれない。SB8・浮遊 (試料 35)のみから出土したキハダは、樹皮が薬用や染料に

用いられると言うが、炭化して種子が出土したことから、利用法と何らかの関連があるのかもしれない。

4。 炭化種実の形態記載

オニグルミ JuglanS ailanthifolia Carr.炭 化核

核は完形であれば、側面観は卵形ないし円形、先端は鋭頭、上面観は円形。表面には、縦に不規則な筋 (隆

起)があり、明瞭な 1本の縫合線が縦に走る。出土したものは、破片ばかりであり、利用後の残滓と言え

よう。破片の表面は筋が入り、裏面は比較的著しい起伏がある:核壁は級密で硬く、割れ日の断面は、空

隙がみられることがあり、炭化すると割れ口には、光沢がみられることがしばしばある。

コナラ属 Quercus炭化子葉

出土したのは、いずれも子葉が半分に割れた片方である。炭化子葉で種まで絞り込むことは困難である。

クリ CaStanea crenata Sieb.et Zucc.炭 化子葉

果実は完形であれば、三角状卵形ないし扁円形で表面には縦に細かな筋が多数入る。尻の部分には、縦

に長いしわがある。出土したものは、果皮内部の食用部分にあたる炭化子葉である。

炭化子葉は級密であり、表面には縦方向のやや深い筋 (溝)が認められる。

キハダ Phellodendron amurense Rupr.炭化種子

歪んだ狭倒卵形で一方の側面には細長いへそがある。表面には全体に微細な網目紋がある。

トチノキ Aesculus turbinata Blume炭 化種子

種皮は薄くてやや堅く、炭化状態がよいと表面には光沢があり、指紋状の模様がみられる。出土種子は、

種皮が張り付いたものもみられたが、あまり良好な状態で残っていない。子葉は完形であれば、楕円球形

で表面にはコナラ属やクリのような筋などはみられない。
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出土炭化種実一覧表

番号 遺構種

遺構番

号 位置 層 備考

オニグルミ コナラ属 クリ トチノキ キハダ

炭化核 炭化子葉 炭化子葉 炭化種子 炭化種

子

SB 炉 5～ 6

SB 炉 浮遊 1～ 2

SB 炉内 1(12) 2～ 3

SB 炉内 浮遊

SB 炉の土 3～ 4

SB 炉の土 浮遊

SB 炉近く

SB 2層

SB 2層 浮遊

SB 2層 炭化物

SB 3層

SB 3層 浮遊 3～ 4

SB P38内土 1～ 2

SB 炉

SB 炉 浮遊

SB 炉内土 浮遊

SB 炉

SB 炉 浮遊

SB 炉内

20 SB 炉

SB 炉 浮遊

22 SB 炉内土

SB 炉内土 浮遊

24 SB 炉

SB 炉 浮遊 1～ 2

SB 旧炉

27 SB 旧炉 浮遊

28 SB 床下 炭化物

29 SB 埋ガメ 骨 ?

30 SB 炉

SB 炉内土 浮遊

32 SB 旧炉 浮遊

SB P‐6

34 SB

SB 浮遊

36 SK 最下層

37 SK 最下層 浮遊

第 6表出土炭化種実一覧
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図版 1 出土した炭化種実 (ス ケールは 1、 2、 4～ 9、 11が l cm、 3、 10、 12、 13、 が l mm)
1.オ ニグルミ、炭化核、試料 20 2.オ ニグルミ、炭化核、試料 22 3.オ ニグルミ、炭化核、試料 22 4.

コナラ属、炭化子葉、試料 12 5。 コナラ属、炭化子葉、試料 27 6.ク リ、炭化子葉、試料 1 7。 クリ、炭

化子葉、試料 3 8.ク リ、炭化子葉、試料 6 9.ク リ、炭化子葉、試料 24 10。 キハダ、炭化種子、試料

35 11,ト チノキ、炭化種子、試料 8 12.ト チノキ、炭化種子 (11.左の拡大)13。 トチノキ、炭化種子 (11.

中央の拡大)
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第 結語土早5

丸山遺跡の全貌は今回の調査ではつかめなかったが(1号 05号住居跡が他の遺構群に対して西に離れ
ていることや調査区北側の丘陵上部の地形がやや平坦なことから、集落の広がりは調査区北倶1や JR飯田

線の西側に広がるものと思われる。

竪穴住居跡は縄文時代中期中葉から中期後葉で、平面形は円形・楕円形・八角や六角など様々な多角形

で、一定の規範は感じられない。中央には石囲い炉とその周辺には 4～ 6基の柱穴が認められる。床面の

状況は部分的に稀弱な住居跡があるが、概ね良好である。7号住居跡では、覆土から多量の炭化物が検出

されたことから焼失住居の可能性が考えられる。

土坑では 20304・ 6・ 7号の形状が類似している。平面形は円形で、直径は 0。7～ 2.4m、 深さ 0.85～ 1。4m、

断面の状況がほぼ距形を呈している。土層の中位にやや硬化した面を持つものや、平石や円礫などを用い

た石組みが認められる (20406号土坑)も のなどがある。石組みは石囲い炉の形状に似ているが、焼土・

被熱など炉として機能した痕跡は認められないことから祭りを行った施設の可能性がある。本跡類似の遺

構は山梨県の御坂町からも検出されている。土器の出土は僅かであるが、縄文時代中期中葉の後半の所産

と考えられる。

出土遺物では、1号住居跡から大木系と考えられる土器が、床面直上から半完形で出土している。従来、

伊那谷では大木系の出土は極稀といわれ、上伊那でも南に位置する飯島町の遺跡で認められたのは興味深

い事例である。また、3号住居跡の覆土からは、近年注目されつつある搬入土器の北屋敷式と考えられる

東海地方系統の土器が出土している。新 6号住居跡からは関東地方の影響を受けたと考えられる加曽利E

式併行期の土器が認められるなど、他系統の土器の出土は全体の土器の割合からすると多いといえる。

近年、伊那谷では中期中葉から後葉にかけての集落跡の調査が増加しつつあり、該期の遺物出土量もそれ

に比例して増加している。また、木曽谷も同じ傾向にあり資料の増加が認められる。本遺跡は、伊那谷の

中でも上伊那・下伊那の中間に位置することから、両地域の土器や折哀色の強い土器が出土している。こ

れらのことから、やや混乱傾向にあった土器の編年にも資料の増加に伴いいくばくかの進展が見られるも

のと予想される。本遺跡の資料がその一助になることを願いたい。

参考文献

三上徹也「所謂「唐草文」の構造・変遷と型式名に関する考察」2002長野県考古学会誌 98

下平博之「大門原遺跡」1999長野県飯田市教育委員会

飯島町誌編纂干J行委員会「飯島町誌・上巻・自然、原始古代編」1990飯島町役場

菅原哲文「山形県における縄文時代中期の土器様相―中期後半の編年を中心として―」1999山形考古第

6巻第 3号
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調査区全景

(東から)

左 :調査区、上空から

右 :調査区から見る

中央アルプス

馨:翠曇詈曇
側
≒



PL2

1号住居跡

左 :遺物検出状況

右 :炉跡確認状況

左・右 :炉跡上部遺

出土状況



PL3

3号住居跡

左 :炉跡

右 :埋甕検出状況

左 :埋甕 断面

右 :埋甕 断面



¬

4号住居跡

左 :遺物出土状況

右 :炉跡完掘

左 :掘 り形

右 :土層断面



PL5

難難藝轟難:

5号住居跡

左 :炉跡 完掘

右 :炉跡 断面

左 :遺物出土状況

右 :炉跡、

炉石撤去時



憑

以

訂

腱

左 :新炉

右 :遺物出上状況

ノiI:||1火だi

イだ 掘 |〕 形



7号住居跡

左 :炉跡

右 :上空から

左 :炭化材出土状況

右 :埋甕出土状況

襴 |::I



PL8

8号住居跡

左 :炉跡

右 :埋甕断面

左 :遺物出土状況

右 :床下埋甕断面



左 :4号土坑完掘

右 :同遺物出土状況

左 :4号遺物出土状況

右 :5号土坑

6号土坑石組



2号 :土ザ[

左 :石組出土状況

右 :完掘 ぽギ警1警■■

ノli : 1 トナ11カ
::1,Iご

夕111

イ「 : 3 )」 ^111デ [多ヒタlil



PLll

鼈鼈鼈  言鼈晰鰺嗚鶉盪鶉
:鱚難:攀鰊卜轟]攀攀蛉饉  ::麒颯:

6号土坑完掘

6号土坑

左 :断面

右 :石組 UP

左 :6号石組下土層

右 :7号土坑



出土土器 )



(304号住 出土土器)PL13

4‐ 4

4イ

褥

       フ
罐
餃     鰤

4…12           4-11



PL14(506号住 出土土器 )

5-18

3



(8号住 04号土坑 出土土器)PL15

７
．
４

4号土坑 -1



(磨製石斧)

53号住

1遺構外

10遺構外
97号住

8遺構外

115号住

(1:3)

131号住 Pnl

磨製石斧



161号土坑

(打製石斧)PL17

177号住

246号住

207号住

284号 土坑

258号住

235号住

4号住

291号住

27

265号住

306号土坑



PL18(打 製石斧)

353号住
331号住

34遺構外

Ц

365号住

391号住
407号住

381号住

451号住446号住

47遺 構外

打製石斧

466号 土坑



(打製石斧 横刃)PL19

583号住

螂
　

　

中

491号住

533号住

555号住

571号住

打製石斧

661号住近

(1:3)

593号住

606号土坑
621号住近

643号住
633号住

65遺構外



PL20(横 刃 )

71遺構外

743号住 P性653

703号住

724号住

766号住

735号住 89

783号住

771号住

825号住

856号住

83遺構外

864号住



(横刃 石匙 石鏃)PL21

893号住

925号住

998号住

(1:3)

1045号住

103遺構外

1061号住
107遺構外

:3)(1

鰊鶉
112遺構外

鼈鰺
111遺構外

90遺構外 911号住近

948号住

937号住

97遺構外

1018号住

懃芍
1081号住近

雉蝙
1095号住 P社5

横刃

石匙

又毘
1104号住

石鏃

1003号住

105遺構外

(1:2)



PL22(凹石

石錐

敲石 その他 )

ξ
1166号住             1176号 住

決入石器

1155号住

削器 二次加工のある剥片   (1:2)

1206号住 P性 1

凹石

敲石

1281号住
1291号住近

敲打痕のある石器



133 4号住

136 7号住

134 6号住

(石皿 他)PL23

139 6号住

156

4号土坑

遺構外

131 4号土坑



PL24 (石錘 土偶 土製品)

5号住 5号住 3号住
3号住 5号住

3号住 6号住 5号住 遺構外

1号住 5号住

5号住 3号住

3号住

5号住 4号住 遺構外

4号住 3号住 遺構外

8号住 3号住 遺構外
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